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■環境エネルギー　　■医生命科学
■ＩＣＴスペシャリスト　■次世代自動車開発

科学的センスとクリエイティブな実践力を身につけた
理数系教員を養成する
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学生食堂
～学校ブランドを高める空間づくり～

食の提供
（アウトソーシング）
社員食堂 /寮・研修所・保養所・研究施設 /
学生食堂 /レジャーレストラン /カフェ
お仕事に、勉学にがんばる皆様を食事面からサポートいたします。
空間づくりなども含めた委託運営を行っています。

学生の皆様にとって、大切な思い出の一つになる学生食堂。
学校それぞれの教育方針に沿って運営を行いながらも、
学生層に合わせ、トレンドを意識したメニューをご用意。
カジュアルさとおいしさで好評をいただいています。
また、売店の運営やスクールバスの運行など、トータルでの
サポートも可能です。

各施設の運営方針やご利用者様の年齢層に応じたメニューを
提供。栄養バランスを考慮した食事を提供するだけでなく、
研修施設では研修期間や日程などの利用状況に対応した運営を
心がけ、「食」を通じて家庭にいるような安らぎを提供すること
を目指しています。食事以外にも、施設管理全般にわたる管理
業務も行っています。

寮・研修所・保養所・研究施設
～やすらぎと栄養バランスを考えた食事提供～



助成金をお渡しする
　江田昌佑茗渓会理事長（左）
助成金を受け取る
　玉川信一筑波大学副学長（右）

グランドフェスティバル
応援する学生たち

連
載
「
清
水
一
彦
さ
ん
と
考
え
る

日
本
の
教
育
」（
最
終
回
）

山
梨
県
立
大
学
で
の
２
人

やどかり祭
前夜祭でやどかり祭の
シンボル「宙」の文字が
浮き出ている 自分たちで製作した「おみこし」を担ぐ医学専門学群の学生たち

右
・
清
水
一
彦
氏

左
・
藤
田
晃
之
氏



関東・東京・中部の代議員のみなさん

北海道・東北・関東の代議員のみなさん

近畿・中国・四国・九州の代議員のみなさん

正副理事長と監事

一般社団法人 茗渓会　第 4 回 定時総会
平成27年5月21日（木）茗渓会館にて
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一般社団法人

茗 渓 会 第 4 回 定 時 総 会
平成27年5月21日（木）茗渓会館にて

定 時 総 会 出 席 代 議 員 一 覧 （敬称略)

図情橘会

北海道

北海道

青 森

宮 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

茨 城

茨 城

茨 城

栃 木

栃 木

群 馬

森 茜

沖 野 隼 夫

大 沼 寛

田 代 高 之

松 坂 孝

船 木 賢 咲

津 田 浩

鈴 木 弘 文

高 瀬 宏 樹

仙 波 操

武 井 秀 一

石 崎 弘 美

宇 田 貞 夫

上 岡 利 夫

佐 藤 功



埼 玉

埼 玉

千 葉

文科省

中 央

新 宿

目 黒

葛 飾

八王子

神奈川

神奈川

神奈川

神奈川

山 梨

長 野

荒 井 修 二

奥 谷 多 作

青 木 寛

三 橋 浩 志

中 村 頴 司

浅 井 一 郎

高 橋 基 之

渡 邉 悟

小 島 和 雄

清 水 進 一

小 山 和 夫

佐々木 悦子

木 本 幹 雄

根 岸 洋 一

竹 村 和 也



長 野

新 潟

新 潟

富 山

石 川

静 岡

静 岡

愛 知

愛 知

愛 知

岐 阜

滋 賀

三 重

京 都

大 阪

堀 金 達 郎

永 井 成 一

中 島 郁 雄

坪 池 宏

久 下 恭 功

伊 藤 宏

岩 城 明

高 須 勝 行

村 松 利 之

川 村 昌 宏

丹 羽 章

町 田 登

丹 羽 毅

塩 見 均

松 本 秀 範



大 阪

兵 庫

奈 良

和歌山

鳥 取

島 根

岡 山

山 口

徳 島

福 岡

佐 賀

長 崎

大 分

鹿児島

佐 藤 隆 一

溝 口 繁 美

藤 善 尚 憲

土 肥 二 郎

有 田 博 充

松 本 弘 光

長 尾 隆 史

鍋 井 邦 久

木 村 潤

重 枝 武 司

野 中 通 兼

浦 下 悦 二

渚 洋 行

原 口 和 哉
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平
成
27
年
度

茗
渓
会
定
時
総
会

ご

挨

拶

校
友
会
の
中
で
最
も
由
緒
あ
る
茗
渓
会
の
平
成
二
十
七
年
度
の

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
日
頃
か
ら
の
本
学
へ
の
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

私
儀
、
昨
年
秋
の
学
長
選
考
会
議
の
議
に
よ
り
、
本
年
四
月
か

ら
引
き
続
き
学
長
の
任
に
あ
た
る
こ
と
と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
な
お
一
層
の
ご
鞭
撻
を
お
願
い
す
る

次
第
で
す
。

ま
ず
、
こ
の
一
年
間
の
成
果
の
一
部
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

昨
年
三
月
に
は
、
か
ね
て
か
ら
文
部
科
学
省
と
の
間
で
意
見
交
換

を
進
め
て
き
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
が
す
べ
て
確
定
し
、
文
部

科
学
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、

本
学
は
研
究
面
で
医
学
が
⽛
最
先
端
⽜、
工
学
が
⽛
世
界
水
準
⽜、

理
学
の
物
理
学
分
野
が
⽛
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
⽜、
農
学
が
⽛
先
導

的
⽜
と
分
類
さ
れ
た
ほ
か
、
人
文
・
社
会
及
び
学
際
・
特
定
分
野

に
お
い
て
⽛
異
分
野
融
合
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
⽜
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
な
ど
、
研
究
と
教
育
の
両
面
で
高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
六
月
に
は
山
海
嘉
之
教
授
が
内
閣
府
の
革
新
的
研

究
開
発
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Im
PA
CT
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
九
月
に
は
、
全
学
を
あ
げ
て
応
募

準
備
を
し
た
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
で
タ
イ

プ
Ａ
（
ト
ッ
プ
型
）
に
選
ば
れ
、
十
年
間
に
わ
た
る
長
期
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
徹
底
し
た
大
学
改
革
や
国
際
化
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
十
月
に
は
全
学
的
な
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
特

別
入
試
の
記
念
す
べ
き
最
初
の
合
格
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
の
活
躍
も
目
立
ち
ま
し
た
。
二
月
に
は
大
学
院
人
間
総
合

科
学
研
究
科
の
平
安
座
依
子
さ
ん
が
天
皇
陛
下
の
御
即
位
二
十
年

を
記
念
し
て
御
下
賜
金
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
⽛
日
本
学
術
振
興

会
育
志
賞
⽜
の
第
四
回
の
受
賞
を
い
た
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
で

は
、
第
六
十
二
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
に
お
い
て
竹
ノ
内
佑

也
選
手
が
史
上
最
年
少
の
優
勝
に
輝
き
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
が
第
六
十
六
回
全
日
本
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
で
実
に
六
十
一
年
ぶ
り
に
優
勝
す
る
な
ど
、
数
々
の
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
院
に
在
学
す
る
工
藤
公
康
氏
が
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
の
監
督
に
就
任
し
た
の
も
、
本
学
な
ら
で
は
の
快
挙

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

本
学
は
四
十
二
年
前
に
⽛
新
構
想
大
学
⽜
と
し
て
出
発
い
た
し

ま
し
た
。
最
近
で
は
⽛
新
構
想
大
学
⽜
か
ら
⽛
未
来
構
想
大
学
⽜

と
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
過
去
の
大
学

の
在
り
方
を
反
省
し
て
創
設
さ
れ
た
本
学
が
、
今
度
は
自
分
た
ち

の
望
む
未
来
の
姿
か
ら
逆
算
し
て
活
動
を
行
う
道
程
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。
現
在
は
、
文
部
科
学
省
が
設
定
し
て
い
る
大
学
改

革
加
速
期
間
の
最
後
の
年
度
に
入
り
、
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
始

ま
る
第
三
期
中
期
目
標
・
計
画
の
策
定
に
向
け
て
知
恵
を
絞
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
本
学
に
と
っ
て
、
そ
し
て
国
立
大

学
に
と
っ
て
荒
波
が
待
ち
受
け
る
時
期
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
つ
の
要
因
は
我
が
国
の
財
務
状
況

に
あ
り
ま
す
。
国
債
残
高
が
約
七
八
〇
兆
円
超
と
い
う
国
際
的
に

も
類
を
見
な
い
深
刻
な
状
態
で
あ
り
、
国
か
ら
国
立
大
学
に
交
付

さ
れ
る
基
盤
的
な
運
営
費
も
毎
年
大
幅
に
削
減
さ
れ
続
け
て
い
ま

す
。
そ
の
削
減
の
終
了
も
見
い
だ
せ
な
い
現
在
、
各
国
立
大
学
法

人
は
夫
々
に
工
夫
を
し
て
、
こ
の
難
題
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
学
で
も
収
入
を
増
加
さ
せ
る
工
夫
、
支
出
を
抑
制
す
る
工
夫
、

そ
し
て
限
ら
れ
た
資
源
の
有
効
活
用
に
繋
が
る
工
夫
な
ど
に
真
剣

に
取
り
組
み
始
め
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
要
因
は
、
十
八
歳
人

口
の
顕
著
な
減
少
が
差
し
迫
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
十
八

歳
人
口
は
二
〇
一
四
年
に
は
一
一
八
万
人
で
あ
り
、
戦
後
の
第
一

次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち
が
十
八
歳
を
迎
え
た
一
九
六
六

年
の
二
四
九
万
人
の
半
分
以
下
で
す
。
十
八
歳
人
口
は
、
十
年
後

に
は
さ
ら
に
一
一
〇
万
人
以
下
に
減
少
し
、
二
十
年
以
内
に
は
一

〇
〇
万
人
を
大
き
く
割
り
込
む
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
将
来
の
職
業
構
造
が
変

化
し
た
と
し
て
も
、
知
識
基
盤
社
会
を
支
え
る
一
定
の
知
的
人
口

を
保
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
大
学
は
将
来
の
有
り
様
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
口
が
激
減
し
、
財
政
赤
字
が
増
加
す
る
中
で
、
大
学
そ
の
も

の
の
在
り
方
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
筑
波
大
学
と
し
て
は
、
個
々

の
研
究
者
や
組
織
に
と
っ
て
の
最
適
で
は
な
く
、
全
体
最
適
に
資

す
る
方
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
全
体
最
適
へ
の
工
夫
も
、
翻
れ
ば
個
々
の
教
職
員

の
本
学
や
所
属
す
る
部
局
の
未
来
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
は
ぜ
ひ
と
も
お
知
恵
と
お
力
を
貸
し
て

い
た
だ
き
、
敢
然
と
荒
波
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
た
い
と
願
う
次

第
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生
の
方
々
に
は
、
お
一
人
お
一

人
の
御
健
康
と
御
活
躍
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
茗
渓
会
に

お
か
れ
ま
し
て
は
過
去
か
ら
現
在
に
い
た
る
同
窓
生
の
誇
り
と
な

る
活
動
の
展
開
と
、
ま
た
未
来
の
同
窓
生
に
と
っ
て
の
ご
支
援
の

充
実
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
立
大
学
法
人

筑
波
大
学
長

永

田

恭

介

（
代
理

筑
波
大
学
名
誉
教
授

西
川

潔
)
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一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
第
４
回
平
成
27
年
度
定
時
総
会

挨

拶
(要
旨
）

本
日
は
、
一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
定
時
総
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
ご
多
忙
に
も
関
わ
り
ま
せ
ず
、
全
国
各
地
か
ら
ご
出

席
賜
り
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
ど
も
の
茗
渓
会
は
、
一
般
社
団
法
人
の
立
場
で
、
母
校
・
筑

波
大
学
の
同
窓
会
の
性
格
を
よ
り
鮮
明
に
さ
せ
る
た
め
の
⽛
新
法

人
⽜
に
衣
替
え
を
致
し
ま
し
て
か
ら
、
四
回
目
の
総
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度
、
及
び
平
成
二
十
六
年
度
の
総
会
、
あ
る
い

は
平
成
二
十
七
年
の
新
年
の
ご
挨
拶
等
の
中
で
、
事
業
の
基
本
的

な
柱
と
し
て
、

⚑

同
窓
会
と
し
て
の
互
助
事
業
の
拡
充

⚒

公
益
目
的
事
業
の
強
化

⚓

大
学
へ
の
支
援
の
充
実

等
を
実
施
し
て
参
り
た
い
と
私
は
申
し
上
げ
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
会
費
制
度
の
改
正
、
地
域
組
織
等
の
活
性
化
を
目

指
し
た
活
動
支
援
の
改
善
や
応
援
体
制
の
一
層
の
強
化
推
進
を
図

る
た
め
、
各
組
織
の
会
員
数
に
応
じ
て
会
費
の
一
部
を
⽛
組
織
の

た
め
の
活
動
支
援
金
⽜
と
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
図
る
等
、
ま

た
世
代
を
継
ぐ
た
め
の
⽛
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
⽜
へ
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
そ
の
成
果
に
も
見
る
べ
き
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
先
輩
各
位
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
賜
も
の

と
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
諸
先
輩
方
に
は
、
絆
の
あ
か
し

の
意
味
も
込
め
、
お
礼
の
印
と
し
て
新
作
の
⽛
バ
ッ
ジ
⽜
を
、
高

額
（
累
積
）
を
お
納
め
い
た
だ
い
た
方
が
た
に
お
一
人
ご
と
に
お

届
け
し
て
お
り
ま
す
。

既
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
⽛
⚕
％
の
会
員
増
加
⽜、⽛
⚕
％
の
収

入
の
増
加
⽜、
そ
し
て
⽛
⚕
％
の
経
費
の
削
減
⽜
を
実
行
し
て
参
り

ま
し
た
⽝
ゴ
ー
・
⚕
・
ｇ
ｏ
⽞
作
戦
と
称
す
る
⽛
茗
渓
会
拡
充
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
⽜
も
、
今
後
と
も
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
昨
年
度
に
申
し
上
げ
ま
し
た
本
部
事
務
局
内
部
組
織
は
、

効
率
的
な
仕
組
み
に
替
え
て
参
り
ま
す
と
共
に
事
務
機
能
の
一
部

を
順
次
、
筑
波
事
務
所
へ
移
し
て
参
り
、
会
員
構
成
の
過
半
数
が

筑
波
大
学
卒
業
生
で
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
、

先
程
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
な
具
体
的
な
プ
ラ
ン
が
見
え
る
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
、
一
応
の
成
果
を
見
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
茗
渓
会
館
の
利
活
用
の
問
題
も
焦
眉
の
急
と
し
て
、
現

在
、
外
部
と
の
折
衝
も
最
終
段
階
を
迎
え
て
お
り
、
本
日
の
総
会

の
中
で
ご
報
告
を
申
し
上
げ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。

私
共
の
茗
渓
会
も
明
治
初
期
以
来
の
永
い
歴
史
を
持
ち
、
駿
河

台
の
昌
平
黌
か
ら
大
塚
、
そ
し
て
筑
波
の
地
へ
と
学
び
舎
の
場
を

進
め
て
参
り
ま
し
た
。

一
方
、
我
が
母
校
・
筑
波
大
学
も
ま
た
、
前
身
諸
学
校
の
百
年

を
越
え
る
永
い
伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ
な
が
ら
、〝
開
か
れ
た
大
学
〟

と
し
て
の
新
構
想
の
も
と
で
、
既
に
四
十
余
年
の
充
実
し
た
年
月

を
経
過
し
て
い
る
こ
と
は
、
誰
も
が
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

い
ま
、
大
学
は
前
進
す
る
新
た
な
姿
を
見
せ
て
⽛
未
来
構
想
大

学
⽜
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、
指
導
陣
の
強
化
を
図
り

な
が
ら
更
な
る
挑
戦
を
重
ね
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
国
際
的
に
は
高
い
水
準
で
の
成
果
を
生
む
改
革
を
踏

ま
え
た
果
敢
な
る
挑
戦
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
私
た
ち
自
身
も
ま
た
、
私
た
ち
が
推
進
し
て
お

り
ま
す
⽛
茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
⽜
を
、
手
堅
く
継
続
し
て

行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
、
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
で
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
私
た
ち
の
事
業
を
更
に
見
直
し
て
、
年
間
の
事
業
計

画
を
踏
ま
え
て
、
更
に
中
期
計
画
、
長
期
計
画
を
策
定
し
、
し
か

も
、
各
段
階
で
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。

し
か
も
、
そ
れ
は
組
織
の
充
実
強
化
を
図
り
つ
つ
、
全
国
的
な

視
野
で
行
っ
て
参
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
皆
さ
ま
の
一

層
の
ご
協
力
と
力
強
い
ご
示
唆
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
結
び
つ
く
と
信
じ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
更
な
る
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
し
て
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

茗
渓
会

理
事
長

江

田

昌

佑
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一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
(平
成
27
年
度
)

第
４
回
定
時
総
会

議
事
(要
旨
)

一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
第
⚔
回
定
時
総
会
は
、

平
成
27
年
⚕
月
21
日
(木
)14
時
か
ら
茗
渓
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
議
事
に
先
立
ち
、
高

野
力
常
務
理
事
・
事
務
局
長
か
ら
、
代
議
員
総

数
110
名
の
う
ち
、
出
席
59
名
（
う
ち
代
理
出
席

⚓
名
を
含
む
）
委
任
状
に
よ
る
出
席
34
名
、
合

計
93
名
が
出
席
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
出
席
し

た
理
事
は
13
名
、
委
任
状
提
出
理
事
は
11
名
で

あ
り
、
監
事
⚒
名
は
全
員
出
席
で
あ
っ
た
。

江
田
理
事
長
か
ら
⽝
新
法
人
発
足
後
⚔
回
目

の
総
会
を
迎
え
、
今
年
度
も
引
き
続
き
⽛
茗
渓

会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
⽜
を
推
進
し
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
事
業

を
更
に
見
直
し
、
中
期
・
長
期
計
画
を
策
定
し
、

各
段
階
で
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
踏
ま
え
て
組

織
の
充
実
強
化
を
図
り
た
い
⽞
等
の
挨
拶
が
あ

っ
た
（
Ｐ
⚕
参
照
）。

江
田
昌
佑
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
筑
波

大
学
永
田
恭
介
学
長
は
公
務
の
た
め
欠
席
さ
れ

た
た
め
、
同
大
学
西
川
潔
名
誉
教
授
（
本
会
副

理
事
長
）
が
来
賓
祝
辞
を
代
読
し
た
（
Ｐ
⚔
参

照
）。

議
長
就
任
、
議
事
録
署
名
人
及
び
開
会
宣
言

定
款
第
15
条
に
よ
り
議
長
に
江
田
理
事
長
が

就
き
、
定
款
第
19
条
第
⚒
項
に
よ
り
議
事
録
署

名
人
に
は
議
長
及
び
出
席
し
た
理
事
全
員
で
あ

る
こ
と
告
げ
、
代
議
員
の
出
席
状
況
か
ら
、
定

款
第
13
条
に
よ
り
、
総
会
が
成
立
し
た
旨
を
告

げ
、
開
会
を
宣
言
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

審
議
事
項

第
⚑
号
議
案

平
成
25
年
度
事
業
報
告
、
収
支

計
算
書
類
及
び
監
査
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

高
野
力
常
務
理
事
か
ら
資
料
に
基
づ
き
平
成

26
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明

が
あ
っ
た
。

⚑

会
員
状
況

正
会
員

⚒
⚐
、⚕
⚒
⚐
(昨
年
⚒
⚐
、⚒
⚔
⚓
）

登
録
会
員

⚕
⚔
、⚖
⚓
⚐
(昨
年
⚕
⚔
、⚓
⚑
⚖
）

（
⚒
年
間
会
費
未
納
者
を
含
む
登
録
会
員
数
）

⚒

第
⚓
回
定
時
総
会
は
平
成
26
年
⚕
月
22

日
に
開
催
。

⚓

理
事
会
は
年
に
⚗
回
、
開
催
。

⚔

企
画
運
営
委
員
会
は
、
年
⚒
回
、
財
務

法
務
委
員
会
は
、
年
⚒
回
、
組
織
委
員
会

は
年
10
回
、
大
学
つ
く
ば
地
域
支
援
委
員

会
は
10
月
に
、
公
益
広
報
委
員
会
は
年
に

10
回
、
顕
彰
選
考
委
員
会
は
年
に
⚓
回
、

会
館
特
別
委
員
会
は
年
に
⚔
回
、
会
館
対

策
チ
ー
ム
は
年
に
10
回
、
関
連
三
法
人
関

係
の
会
合
は
年
に
⚒
回
、
監
事
監
査
会
は

⚔
月
に
⚑
回
、
大
学
と
の
連
絡
・
懇
談
会

は
年
⚒
回
開
催
さ
れ
た
。

⚕

公
益
事
業
と
し
て
、
①
学
生
活
動
支
援

事
業
、
②
顕
彰
事
業
、
③
公
開
講
座
、
④

大
学
支
援
事
業
、
⑤
教
職
受
験
対
策
講
座

補
助
等
を
お
こ
な
っ
た
。
③
の
公
開
講
座

は
本
部
主
催
が
⚔
件
、
支
部
主
催
が
11
件

実
施
さ
れ
た
。

⚖

地
域
組
織
総
会
等
は
29
地
域
組
織
で
総

会
で
開
催
さ
れ
本
部
か
ら
19
の
地
域
組
織

に
本
部
か
ら
理
事
を
派
遣
し
た
。

⚗

追
悼
の
つ
ど
い

⚙
／

13

参
列
34
名

⚘

筑
波
大
学
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
講
師
派
遣

11
月

⚑
月

⚓
月

⚙

広
報

季
刊
誌
⽝
茗
渓
⽞
の
発
行

⚑
⚐
⚘
⚑
号
(春
号
)
⚑
⚐
⚘
⚒
号
(夏
号
)

⚑
⚐
⚘
⚓
号
(秋
号
)
⚑
⚐
⚘
⚔
号
(正
月
号
)

10

茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

①
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
募
集

延
べ
応
募
者
数

⚑
、⚐
⚓
⚘
(⚓
／
31
現
在
)

②
誌
上
交
流
広
告
応
募
件
数

暑
中
見
舞
い
38
件

新
年
賀
詞
交
換
30
件

平
成
26
年
度
収
支
決
算
書
及
び
監
査
報
告
承
認

の
件議

長
か
ら
平
成
26
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び

正
味
財
産
増
減
計
算
書
は
本
総
会
で
承
認
を
得

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、
岩

田
敏
昭
局
長
代
理
か
ら
資
料
に
基
づ
き
詳
細
な

報
告
が
さ
れ
た
。（
項
目
別
の
収
入
及
び
支
出

は
Ｐ
⚘
の
収
支
計
算
書
を
参
考
に
さ
れ
た
い
）

高野 力 常任理事

続
い
て
飯
塚
良
成
監
事
か
ら
平
成
27
年
⚔
月

20
日
に
会
計
監
査
と
業
務
監
査
を
行
い
、
次
の

よ
う
な
監
査
報
告
が
な
さ
れ
た
。

⑴

財
務
諸
表
す
な
わ
ち
貸
借
対
照
表
、
正
味 岩田敏昭 局長代理

財
産
増
減
計
算
書
及
び
財
産
目
録
は
、
会
計

帳
簿
の
金
額
と
一
致
し
、
法
人
の
収
支
及
び

財
産
の
状
況
を
正
し
く
示
し
て
い
る
も
の
と

認
め
る
。

⑵

事
業
報
告
の
内
容
は
真
実
で
あ
る
と
認
め

る
。

⑶

理
事
の
業
務
執
行
に
関
す
る
不
正
の
行
為

又
は
法
令
も
し
く
は
定
款
に
違
反
す
る
重
大

な
事
実
は
な
い
も
の
と
認
め
る
。

議
長
は
、
第
⚑
号
議
案
の
一
括
審
議
を
諮
り
、

全
会
一
致
で
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

飯塚良成 監事

第
⚒
号
議
案

平
成
27
年
度
事
業
計
画
(案
)及

び
予
算
(案
)に
つ
い
て

議
長
の
指
示
に
よ
り
、
高
野
力
常
務
理
事
が

資
料
に
基
づ
き
平
成
27
年
度
事
業
計
画
(案
)を
、

岩
田
敏
昭
局
長
代
理
が
資
料
に
基
づ
き
平
成
27

年
度
予
算
(案
)に
つ
い
て
説
明
し
た
。

議
長
が
質
問
・
意
見
を
求
め
た
が
、
特
に
な

く
、
本
議
案
に
つ
い
て
は
、
異
議
な
く
賛
成
多

数
（
拍
手
）
で
あ
っ
た
の
で
、
議
長
は
可
決
承

認
さ
れ
た
こ
と
を
宣
言
し
た
。

第
⚓
号
議
案

役
員
の
選
任
（
理
事
⚒
名
、
監

事
⚑
名
）
に
つ
い
て

議
長
の
指
示
に
従
い
、
役
員
選
考
委
員
長
を

務
め
た
西
川
潔
副
理
事
長
か
ら
、
⚔
月
19
日
に
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開
催
さ
れ
た
役
員
選
考
委
員
会
で
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
理
事
及
び
監
事
の
候
補
者
と
し
て

次
の
と
お
り
選
考
し
た
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。

①
新
理
事
候
補
者
と
し
て
は
、
玉
川
信
一
氏
と

高
橋
基
之
氏
を
選
考
し
た
。

②
新
監
事
候
補
者
と
し
て
は
、
田
路
至
弘
氏
を

選
考
し
た
。

西川 潔 役員選考委員長

以
上
の
提
案
に
対
し
て
、
議
長
か
ら
、
順
次
、

挙
手
に
よ
り
選
任
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
異

議
な
く
賛
成
多
数
で
あ
っ
た
の
で
、
議
長
は
選

任
さ
れ
た
こ
と
を
宣
言
し
た
。

以
上
で
す
べ
て
の
議
事
が
終
了
し
た
。

挙手する代議員のみなさん

報
告
事
項

⑴

茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
ゴ
ー
・
⚕
・

Ｇ
Ｏ
作
戦
）
に
つ
い
て

茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
委

員
長
の
井
口
武
雄
副
理
事
長
か
ら
資
料
に
基
づ

き
過
去
⚒
年
間
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

了
承
さ
れ
た
。

井口武雄 茗渓会拡充
キャンペーン実行委員会委員長

⑵

代
議
員
選
挙
に
つ
い
て

室
岡
和
彦
局
長
代
理
か
ら
、
本
年
度
は
、
平

成
28
年
度
及
び
平
成
29
年
度
の
代
議
員
を
選
出

す
る
年
で
あ
る
と
し
て
、
資
料
に
基
づ
い
て
、

代
議
員
推
薦
数
、
代
議
員
選
挙
の
手
順
及
び
代

議
員
立
候
補
届
出
書
等
の
様
式
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
所
定
の
手
続
き
を
締
切
り
期
限
ま
で

に
お
願
い
し
た
い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
。

室岡和彦 局長代理

⑶

茗
渓
会
館
の
利
活
用
に
つ
い
て

井
口
会
館
問
題
特
別
委
員
会
委
員
長
か
ら
、

茗
渓
会
館
の
利
活
用
に
つ
い
て
、昨
年
来
、様
々

な
会
社
と
折
衝
し
て
き
た
中
で
、
結
婚
式
場
と

宴
会
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
（
株
）

シ
ー
ズ
ン
を
、
全
館
一
括
契
約
で
経
営
委
託
先

と
す
る
基
本
合
意
契
約
書
を
取
り
交
わ
し
た
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
高
野
常
務
理
事
か

ら
基
本
合
意
書
締
結
後
の
今
後
の
進
め
方
と
し

て
、
地
下
、
⚑
階
ホ
ー
ル
や
玄
関
等
の
改
修
工

事
や
基
本
設
備
の
改
修
工
事
は
既
に
検
討
に
入

っ
て
お
り
、
秋
の
結
婚
式
シ
ー
ズ
ン
に
間
に
合

わ
せ
る
た
め
に
⚗
月
ま
で
に
工
事
を
終
え
、
⚘

月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
計
画
で
進
め
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

以
上
で
、
茗
渓
会
通
常
総
会
は
、
予
定
さ
れ

た
す
べ
て
の
内
容
を
終
了
し
閉
会
し
た
。

諸
連
絡

⑴

会
員
登
録
・
会
費
納
入
状
況
等
に
つ
い
て

高
野
常
務
理
事
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

⑵

各
地
域
組
織
か
ら
の
連
絡
文
書
に
つ
い
て

室
岡
局
長
代
理
か
ら
各
地
域
組
織
か
ら
本
部

へ
の
連
絡
文
書
の
様
式
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

⽛
組
織
表
⽜
は
⚗
月
31
日
ま
で
に
提
出
願
い
た

い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

⑶

関
連
法
人
の
役
員
紹
介
に
つ
い
て

高
野
常
務
理
事
か
ら
、
関
連
法
人
で
あ
る
筑

波
学
都
資
金
財
団
の
石
山
事
務
局
長
及
び
武
井

学
生
宿
舎
管
理
事
務
所
長
、
並
び
に
茗
溪
学
園

の
田
代
校
長
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

が
あ
っ
た
。

総
会
に
引
き
続
き
、
会
場
を
⚔
階
に
移
し
て

会
員
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
江
田
理
事
長
の
挨

拶
、
出
席
し
た
者
に
よ
る
懇
談
が
行
わ
れ
た
。

茗溪学園 田代校長理事のみなさん 武井学生宿舎
管理事務所長

筑波学都資金財団
石山事務局長
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平成26年度決算報告

貸借対照表
平成27年⚓月31日現在

単位千円

資産の部

Ⅰ 流動資産

現金預金

未収消費税

前払費用

流動資産合計

Ⅱ 固定資産

その他固定資産

建物

構築物

機械装置

什器備品

土地

その他固定資産合計

500ó181

258

500ó439

660ó369

5ó064

2ó256

983

314ó775

983ó449

資産合計 1ó483ó888

負債の部

Ⅰ 流動負債

未払金

前払金

未払い法人税

預り金

流動負債合計

Ⅱ 固定負債

長期借入金

退職給付引当金

満期共済金引当金

保証金

修繕積立引当金

固定負債合計

19ó757

70

441

20ó268

15ó666

3ó600

36ó200

1ó400ó000

1ó000

1ó456ó466

負債合計 1ó476ó735

正味財産の部

一般正味財産

正味財産合計

7ó153

7ó153

負債及び正味財産合計 1ó483ó888

正味財産増減計算表
平成26年⚔月⚑日から平成27年⚓月31日まで

単位千円

Ⅰ 一般賞味財産増減の部

⚑ 経常増減の部

⚑ 経常収益

① 地代収入

② 正会員受取会費

③ 茗渓フェロー会費

④ 委託料収入

⑤ 広告料収入

⑥ 寄付金収入

⑦ 退職給付引当金取崩収入

⑧ 満期共済金引当預金
取崩収入

⑨ 受取利息

⑩ 駐車場利用収入

⑪ 雑収益

雑収益計

⚒ 経常費用

① 事業費

② 管理費

経常費用計

当期経常増減額

⚒ 経常外増減の部

⚑ 経常外収益

経常外収益計

⚒ 経常外費用

固定資産除去損

経常外費用計

当期経常外増減額

当期一般賞味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

58ó900

30ó131

4ó624

2ó904

4ó278

136

3ó061

―

72

1ó276

1ó528

106ó912

105ó446

54ó525

159ó971

△53ó058

0

7

7

△7

△53ó065

60ó219

7ó153

Ⅱ 正味財産期末残高 7ó153

収支計算書
平成26年⚔月⚑日～平成27年⚓月31日

単位千円

Ⅰ 事業活動収支の部

⚑．事業活動収入

⑴ 事業活動収入

会費収入

正会員会費収入

フェロー収入

事業収益

地代収入

委託料収入

広告料収入

寄付金収入

寄付金収入

雑収入

駐車場利用収入

受取利息収入

その他雑収入

退職給付引当預金取崩収入

退職給付引当預金取崩収入

事業活動収入計

⑵ 事業活動支出

事業費支出

管理費

予備費

事業活動支出計

事業活動収支差額

34ó755

30ó131

4ó624

66ó082

58ó900

2ó940

4ó278

136

136

2ó877

1ó276

72

1ó528

3ó061

3ó061

106ó912

104ó428

17ó838

2ó000

122ó266

△15ó353

Ⅱ 投資活動収支の部

⚑ 財務活動収入

財務活動収入計

⚒ 財務活動支出

⑴ 借入金返済支出

⑵ 保証金返済引当支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

0

0

20ó600

33ó000

53ó600

△53ó600

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

△68ó953

189ó837

120ó883

公益財産支出計画充当減価償却 2ó131

資産の部

Ⅰ 流動資産

現金預金

未収消費税

前払費用

流動資産合計

Ⅱ 固定資産

その他固定資産

建物

構築物

機械装置

什器備品

土地

その他固定資産合計

500ó181

258

500ó439

660ó369

5ó064

2ó256

983

314ó775

983ó449

資産合計 1ó483ó888

負債の部

Ⅰ 流動負債

未払金

前払金

未払い法人税

預り金

流動負債合計

Ⅱ 固定負債

長期借入金

退職給付引当金

満期共済金引当金

保証金

修繕積立引当金

固定負債合計

19ó757

70

441

20ó268

15ó666

3ó600

36ó200

1ó400ó000

1ó000

1ó456ó466

負債合計 1ó476ó735

正味財産の部

一般正味財産

正味財産合計

7ó153

7ó153

負債及び正味財産合計 1ó483ó888

Ⅰ 一般賞味財産増減の部

⚑ 経常増減の部

⚑ 経常収益

① 地代収入

② 正会員受取会費

③ 茗渓フェロー会費

④ 委託料収入

⑤ 広告料収入

⑥ 寄付金収入

⑦ 退職給付引当金取崩収入

⑧ 満期共済金引当預金
取崩収入

⑨ 受取利息

⑩ 駐車場利用収入

⑪ 雑収益

雑収益計

⚒ 経常費用

① 事業費

② 管理費

経常費用計

当期経常増減額

⚒ 経常外増減の部

⚑ 経常外収益

経常外収益計

⚒ 経常外費用

固定資産除去損

経常外費用計

当期経常外増減額

当期一般賞味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

58ó900

30ó131

4ó624

2ó904

4ó278

136

3ó061

―

72

1ó276

1ó528

106ó912

105ó446

54ó525

159ó971

△53ó058

0

7

7

△7

△53ó065

60ó219

7ó153

Ⅱ 正味財産期末残高 7ó153

Ⅰ 事業活動収支の部
⚑．事業活動収入
⑴ 事業活動収入
会費収入
正会員会費収入
フェロー収入

事業収益
地代収入
委託料収入
広告料収入

寄付金収入
寄付金収入

雑収入
駐車場利用収入
受取利息収入
その他雑収入

退職給付引当預金取崩収入
退職給付引当預金取崩収入

事業活動収入計

⑵ 事業活動支出
事業費支出
管理費
予備費

事業活動支出計
事業活動収支差額

34ó755
30ó131
4ó624
66ó082
58ó900
2ó940
4ó278
136
136

2ó877
1ó276
72

1ó528
3ó061
3ó061

106ó912

104ó428
17ó838
2ó000

122ó266
△15ó353

Ⅱ 投資活動収支の部
⚑ 財務活動収入
財務活動収入計

⚒ 財務活動支出
⑴ 借入金返済支出
⑵ 保証金返済引当支出

財務活動支出計
財務活動収支差額

0
0

20ó600
33ó000
53ó600

△53ó600

当期収支差額
前期繰越収支差額
次期繰越収支差額

△68ó953
189ó837
120ó883

公益財産支出計画充当減価償却 2ó131
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平成27年度 一般社団法人 茗渓会 事業計画
⚑．事業計画のねらい
⑴ 本年度は一般社団法人移行後⚔年目にあたり、将来を見通し、さらに事業を円滑に進めるための計画を実施する。
⑵ 公益目的支出計画に基づいて事業の推進を図る。
⑶ 茗溪会館の利活用を安定・向上させることを重点事業と捉え取り組む。
⑷ 平成24年⚒月の財務審議会答申を受け、継続して将来を見通し事業を展開する。
⚒．事業の目的（定款第⚓条）
会員相互の親睦及び互助並びに知徳の啓発を図り、併せて国立大学法人筑波大学の目的及び使命の達成に協力し、学術、文化、
教育並びに社会貢献活動及び国際相互理解の促進に資する事を目的とする。
⚓．事業の内容（定款第⚔条）
⑴ 会員相互の親睦を図るための交流事業並びに会員の福祉を図るための共済に関する事業
① 茗渓会拡充キャンペーンの継続実行 ② ホームページの充実による交流促進
③ 追悼のつどいの実施
⑵ 定期刊行物その他出版物などの発行に関する事業
① 季刊誌⽛茗渓⽜の発行…年⚔回
⑶ 研修会、講演会、公開講座等公衆の教養向上と地域社会への貢献に資する事業
① 公開講座の実施 ② 地域組織等主催による公開講座への助成
⑷ 学術、芸術、社会貢献、国際相互理解等の顕著な活動に対する奨学、支援、表彰などに関する事業
① 顕彰事業（社会貢献活動功労者、筑波大学大学院生、筑波大学芸術関係）
② 学生諸活動への助成事業
⑸ 財産の管理・運営に関する事業
① 茗溪会館の利活用を安定・向上させる事業
⑹ 教育の振興、普及活動に資する事業
① 筑波大学側と地域組織等との交流 ② 筑波大学就職ガイダンスへの協力
③ 教職受験対策研修会の開催 ④ 茗溪筑波グランドフェスティバルの共催
⑺ その他、この法人の目的を達成するために必要な事業
⚔．前項の各事業は、全国において行うものとする

平成27年度予算書 平成27年⚔月⚑日～平成28年⚓月31日 単位千円

科 目 27年度予算

Ⅰ 事業活動収入の部
⚑ 事業活動収入
⑴ 事業活動収入
会費収入
正会員会費収入
フェロー収入
事業収益
地代収入
委託料収入
広告料収入
寄付金収入
雑収入
満期共済金引当預金取崩
退職給付引当金取崩

事業活動収入計
⑵ 事業活動支出
事業費支出
給料手当支出
助成金支出

40ó000
34ó896
5ó104
65ó403
58ó900
2ó203
4ó300
100
2ó577
0

2ó000
110ó080

86ó962
22ó000
12ó100

科 目 27年度予算

福利厚生費支出
祭典費支出
旅費交通費支出
負担金支出
通信運搬費支出
印刷製本費支出
謝礼金
弔慰金(共済会員)支出
満期共済金支出(共済)
租税公課支出
業務委託費支出
高熱水料費支出
火災保険料支出
修繕費支出
支払利息支出
管理費

事業活動支出計
事業活動収支差額

0
520
700
210
7ó800
5ó000
100
0
0

20ó482
7ó500
6ó500
700
3ó000
350

18ó574
105ó536
4ó544

科 目 27年度予算

Ⅱ 投資活動収支の部
⚑ 投資活動収入
⚒ 投資活動支出
⑴ 退職給付引当預金
⑵ 保証金返済引当預金
⑶ 修繕目的積立預金
投資活動支出計
投資活動収支差額

0
0
0
0
0
0
0

Ⅲ 財務活動収支の部の部
⚑ 財務活動収入
財務活動収入計
⚒ 財務活動支出
⑴ 借入金返済支出
財務活動支出計
財務活動収支差額

0
0

15ó666
15ó666

△15ó666

Ⅳ 予備費支出 2ó000

当期収支差額
前期繰越収支差額
次期繰越収支差額

△13ó122
139ó163
126ó040



【
清
水
先
生
の
子
ど
も
時
代
の
暮
ら
し
】

藤
田

今
回
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
で
す
の
で
、
き
ょ
う
は

清
水
先
生
が
教
育
学
者
と
し
て
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
自
分
史
を
お

話
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
い
ま
、
わ
が
国
が
直
面
し
て
い
る

教
育
の
課
題
に
私
た
ち
は
ど
う
向
き
合
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
の

か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
清
水
先
生
の
子
ど
も
時
代
は
ど
の
よ
う
な

暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
頃
の
教
育
は
い
ま

の
教
育
と
ど
の
よ
う
に
違
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
あ
た
り
か
ら

お
話
を
う
か
が
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
家
の
労
働
力
と
し
て
の
子
ど
も
時
代

清
水

私
は
農
家
の
男
ば
か
り
の
⚕
人
兄
弟
の
⚓
番
目
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
う
ち
は
農
家
と
し
て
は
、
乳
牛
、
養
蚕
、
米
、

野
菜
な
ど
大
規
模
に
や
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
も

み
な
労
働
力
と
な
っ
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

農
家
の
仕
事
と
い
う
の
は
子
ど
も
に
と
っ
て
は
相
当
つ
ら
い

も
の
で
、
養
蚕
の
忙
し
い
時
に
は
、
朝
⚔
時
に
は
た
た
き
起
こ

さ
れ
て
、
学
校
に
行
く
ま
で
の
ノ
ル
マ
と
し
て
桑
摘
み
を
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
桑
の
葉
を
籠
一
杯
に
な
る
ま
で
摘
む
の
で
す
が
、

子
ど
も
の
手
で
は
⚑
時
間
半
は
か
か
る
よ
う
な
き
つ
い
仕
事
で

し
た
。

そ
う
し
た
農
作
業
を
し
た
後
で
朝
食
を
と
り
学
校
に
行
く
の

で
す
が
、
私
た
ち
兄
弟
が
通
っ
て
い
た
学
校
は
途
中
に
は
山
越

え
を
す
る
よ
う
な
場
所
も
あ
っ
て
、
歩
い
て
⚑
時
間
半
以
上
も

か
か
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
山
間
の
学
校
で
し
た
が
給
食
は
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、

そ
の
小
学
校
の
給
食
は
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
家
か
ら
野
菜
を

持
っ
て
い
っ
て
、
い
ま
で
い
う
自
校
方
式
の
よ
う
に
学
校
で
つ

く
る
と
い
う
や
り
方
を
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
私
は
と
き
ど

き
野
菜
を
持
っ
て
い
く
の
を
忘
れ
て
、
通
信
簿
に
⽛
よ
く
野
菜

を
忘
れ
る
⽜
と
書
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
通
信
簿
は

今
も
手
元
に
残
っ
て
い
ま
す
。

藤
田

⚑
時
間
半
ほ
ど
か
け
て
桑
摘
み
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
⚑
時

間
半
か
け
て
学
校
に
通
う
と
い
う
な
か
な
か
大
変
な
生
活
だ
っ

た
の
で
す
ね
。

清
水

私
は
そ
の
頃
の
そ
う
い
う
生
活
が
嫌
で
し
て
母
親
の
⽛
早

く
起
き
ろ
⽜
と
い
う
言
葉
は
い
ま
で
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

土
曜
日
や
日
曜
日
、
春
休
み
、
夏
休
み
、
そ
し
て
農
繁
期
な
ど

の
学
校
が
休
み
に
な
る
時
も
普
通
は
子
ど
も
に
と
っ
て
は
楽
し

い
時
な
の
で
し
ょ
う
が
私
に
と
っ
て
は
労
働
力
と
し
て
期
待
さ

れ
る
時
で
し
た
か
ら
嫌
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
越
境

し
て
甲
府
の
高
校
に
進
学
し
よ
う
と
考
え
た
の
も
、
こ
の
よ
う

な
生
活
か
ら
逃
れ
る
た
め
だ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

藤
田

越
境
入
学
や
高
校
で
の
生
活
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
詳
し
く

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
い
ま
は
も
う
少
し
こ
の
頃
の
学

校
生
活
や
当
時
の
先
生
の
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
で
の
勤
労
体
験
の
思
い
出

清
水

そ
の
頃
の
学
校
で
は
、
必
ず
勤
労
体
験
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
私
た
ち
の
学
校
で
は
近
く
の
山
に
出
か
け
、
大
き
な

鎌
を
使
っ
て
下
草
刈
り
を
や
り
ま
し
た
。

藤
田

い
ま
は
、

勤
労
体
験
と
い

う
の
は
一
部
の

学
校
で
や
っ
て

い
る
だ
け
で
、

多
く
の
学
校
で

は
職
場
体
験
に

様
変
わ
り
し
て

い
ま
す
。
地
域

に
奉
仕
す
る
と

い
う
こ
と
を
学

ぶ
と
い
う
こ
と

で
は
勤
労
体
験

は
大
事
な
学
習

の
場
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

10

特 集 教育学者 清水一彦さんと考える
日本の教育《最終回》

教育とは
人間の可能性を引き出す

営みである
【略歴】
清水一彦先生
1974 東京教育大学教育学部教育学科卒業
1980 筑波大学教育学研究科博士課程

単位取得退学
1997 博士（教育学）
1999 筑波大学教授
2015 山梨県立大学理事長・学長

専門は教育制度学
日本教育制度学会会長

季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
で
は
、
こ
れ
ま
で
⚓
回
に
わ
た
っ
て
⽛
教

育
学
者
清
水
一
彦
さ
ん
と
考
え
る
日
本
の
教
育
⽜
を
特
集
し
、

第
⚑
回

⚖
･⚓
･⚓
･⚔
の
学
制
は
い
ま
の
ま
ま
で
い
い
の
か

第
⚒
回

大
学
入
学
試
験
制
度
は
ど
う
改
革
す
べ
き
か

第
⚓
回

現
代
社
会
は
ど
の
よ
う
な
教
師
を
求
め
て
い
る
の
か

を
テ
ー
マ
に
、
ゲ
ス
ト
の
方
々
と
と
も
に
考
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。そ

し
て
今
回
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
に
な
り
ま
す
の

で
、
清
水
一
彦
さ
ん
が
⽛
な
ぜ
教
育
学
者
と
し
て
の
道
を
志
し
、

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
研
究
を
生
涯
の
テ
ー
マ
と
し
て
き
た
の

か
⽜
を
話
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、⽛
こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
が
め

ざ
す
べ
き
教
育
の
あ
り
方
⽜
や
、⽛
こ
れ
か
ら
教
育
の
仕
事
に
携

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
若
い
人
た
ち
へ
の
助
言
⽜
を
い
た
だ
き
ま

す
。聞

き
手
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
進
行
役
を
務
め
て
い

た
だ
い
た
筑
波
大
学
教
授
の
藤
田
晃
之
さ
ん
で
す
。

農
作
業
と
学
校



清
水

勤
労
体
験
は
ど
の
よ
う
な
形
で
も
い
い
の
で
す
が
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
と
い
う
視
点
か
ら
も
も
っ
と
重
視
さ
れ
て
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

先
生
は
尊
敬
さ
れ
る
存
在
だ
っ
た

藤
田

小
学
校
時
代
に
、
思
い
出
に
残
る
先
生
は
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
か
。

清
水

思
い
出
に
残
る
先
生
は
沢
山
い
ま
す
が
、
一
人
だ
け
あ
げ

る
と
す
れ
ば
、
私
が
叱
ら
れ
た
先
生
の
お
話
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

小
学
校
の
時
の
話
で
す
が
、
休
み
時
間
に
ふ
ざ
け
て
い
て
私

の
投
げ
た
ボ
ー
ル
が
女
の
子
に
あ
た
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、

私
は
机
の
上
に
座
っ
て
い
る
だ
け
で
謝
る
こ
と
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

教
室
に
入
っ
て
き
た
担
任
の
先
生
が
事
情
を
女
の
子
か
ら
聴

い
て
い
た
時
に
私
は
ま
だ
机
の
上
に
座
っ
て
い
た
た
め
、
そ
れ

を
見
て
い
た
先
生
は
私
を
も
の
す
ご
く
叱
り
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
の
先
生
の
叱
り
方
は
子
ど
も
を
た
た
く
よ
う
な
こ

と
は
せ
ず
、
い
つ
も
机
を
た
た
い
て
叱
る
の
で
す
。
そ
れ
は
子

ど
も
に
考
え
さ
せ
る
よ
う
な
叱
り
方
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
先

生
で
し
た
か
ら
私
た
ち
に
と
っ
て
は
と
て
も
怖
い
先
生
で
し
た

が
、
尊
敬
で
き
る
先
生
で
も
あ
り
ま
し
た
。

藤
田

当
時
は
体
罰
だ
っ
て
当
た
り
前
の
時
代
で
あ
っ
た
と
思
う

の
で
す
が
、
そ
の
先
生
は
子
ど
も
を
た
た
く
よ
う
な
こ
と
は
せ

ず
、
厳
し
さ
を
も
っ
て
子
ど
も
に
接
し
、
叱
っ
た
後
で
、
大
き

な
愛
情
で
包
み
込
む
、
そ
ん
な
先
生
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

清
水

私
た
ち
の
時
代
の
先
生
と
い
う
の
は
畏
敬
の
念
を
も
っ
て

接
す
る
よ
う
な
存
在
で
し
た
。

し
か
し
、
最
近
の
日
本
の
学
校
に
お
け
る
先
生
と
子
ど
も
の

関
係
は
⽛
雀
の
学
校
⽜
か
ら
⽛
メ
ダ
カ
の
学
校
⽜
に
代
わ
っ
て

き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
時
代
の
学
校
は
⽛
雀
の
学
校
⽜
で
、⽛
鞭
を
ふ
り
ふ

り
チ
ー
パ
ッ
パ
⽜
と
い
う
歌
詞
が
示
す
よ
う
に
先
生
は
威
厳
が

あ
り
、
尊
敬
さ
れ
る
存
在
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
鞭
は
体

罰
用
の
鞭
で
は
な
く
指
示
棒
の
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
が
い
ま
は
⽛
メ
ダ
カ
の
学
校
⽜
で
、⽛
誰
が
生
徒
か
先

生
か
⽜
と
い
う
歌
詞
の
よ
う
に
、
先
生
と
生
徒
の
距
離
感
が
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

⽛
メ
ダ
カ
の
学
校
⽜
の
よ
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
先
生
は

尊
敬
さ
れ
る
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

越
境
し
て
甲
府
第
一
高
等
学
校
へ
進
学

藤
田

先
ほ
ど
、
清
水
先
生
は
、
農
家
の
労
働
力
か
ら
逃
れ
る
た

め
に
越
境
入
学
を
考
え
た
と
い
う
話
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
よ

い
よ
こ
の
話
に
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

清
水

い
ま
考
え
れ
ば
、
家
の
農
作
業
を
手
伝
う
と
い
う
経
験
は

辛
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
後
の
私
の
人
生
で
と
て
も
大
き
な
力
に

な
っ
た
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
当
時
は
、
そ
う
し
た
生

活
か
ら
逃
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
も
の
す
ご
く
強
か
っ
た
で

す
。し

か
し
、
そ
の
頃
の
越
境
入
学
と
い
う
の
は
定
員
の
⚒
割
く

ら
い
し
か
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
越
境
で
甲
府

一
高
に
合
格
す
る
の
は
相
当
難
し
く
、
私
の
地
区
か
ら
は
そ
う

簡
単
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。

担
任
の
先
生
か
ら
は
諦
め
る
よ
う
に
と
い
う
強
い
指
導
が
あ

り
ま
し
た
が
、
私
は
諦
め
ず
に
合
格
を
め
ざ
し
て
旺
文
社
の
分

厚
い
⽛
全
国
公
立
高
等
学
校
入
試
問
題
集
⽜
の
過
去
⚕
年
分
を

夢
中
に
な
っ
て
勉
強
し
ま
し
た
。

父
親
も
そ
う
し
た
私
を
見
て
い
ま
し
た
か
ら
、
落
ち
て
も
い

い
か
ら
と
い
っ
て
越
境
受
験
を
認
め
て
く
れ
、
運
よ
く
合
格
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
甲
府
一
高
合
格
は
、
私
の
生
涯
で
も

一
番
う
れ
し
か
っ
た
思
い
出
で
す
。

藤
田

甲
府
一
高
に
入
学
し
て
か
ら
の
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
た
か
。

清
水

甲
府
一
高
に
入
学
し
て
か
ら
の
生
活
は
、
⚑
年
目
は
自
炊

生
活
、
⚒
年
目
か
ら
は
賄
い
付
き
の
下
宿
生
活
で
し
た
。

学
校
で
の
生
活
は
、
⚑
年
目
は
男
女
共
学
の
ク
ラ
ス
で
し
た

が
、
⚒
年
目
は
男
子
だ
け
の
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

甲
府
一
高
の
女
子
の
割
合
は
⚒
割
く
ら
い
で
し
た
の
で
、
ど
う

し
て
も
男
子
だ
け
の
ク
ラ
ス
が
多
く
な
り
ま
す
。
実
は
こ
れ
が

私
に
と
っ
て
は
面
白
く
な
い
。

兄
弟
は
男
ば
か
り
、
下
宿
も
男
ば
か
り
、
学
校
も
男
子
ク
ラ

ス
で
男
ば
か
り
と
い
う
の
は
、
異
性
に
対
す
る
関
心
が
強
く
な

る
時
期
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
必
ず
し
も
楽
し
く
な
い
。

そ
の
た
め
、
私
は
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
理
系
志
望
だ
っ
た
の
で

す
が
、
理
系
は
男
子
生
徒
が
多
く
⚓
年
の
ク
ラ
ス
編
成
で
男
子

ク
ラ
ス
に
な
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
で
す
か
ら
、
⚓
年
に
な
る

前
に
進
路
を
文
系
に
変
え
る
と
い
う
選
択
を
し
ま
し
た
。

藤
田

え
っ
。
教
育
学
に
対
す
る
強
い
思
い
が
あ
っ
て
進
路
を
変

え
た
の
で
は
な
く
、
男
子
ク
ラ
ス
が
嫌
で
志
望
を
理
系
か
ら
文

系
に
変
え
た
の
で
す
か
。

清
水

そ
う
で
す
。
人
生
っ
て
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

藤
田

で
は
、
清
水
先
生
は
い
つ
教
育
学
の
世
界
に
進
も
う
と
考

え
た
の
で
す
か
。

清
水

こ
れ
も
、
そ
ん
な
に
深
い
理
由
が
あ
っ
て
の
選
択
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

前
の
年
に
大
学
紛
争
の
た
め
に
東
大
も
東
京
教
育
大
学
も
入

試
が
中
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、
私
が
大
学
受
験
を
す
る
年
は
、

東
大
受
験
者
が
大
幅
に
増
え
て
難
し
く
な
る
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
学
校
か
ら
も
⽛
国
立
を
受
け
る
生
徒
は
ラ
ン
ク
を
下

げ
ろ
⽜
と
い
う
よ
う
な
進
路
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

私
も
一
応
東
大
志
望
だ
っ
た
の
で
す
が
、
突
破
す
る
の
は
か

な
り
難
し
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
東
京
の
大

学
に
は
行
き
た
か
っ
た
し
、
東
京
の
大
学
で
文
系
で
は
ど
こ
が

い
い
か
考
え
て
い
た
時
、
親
戚
に
小
学
校
や
中
学
校
の
校
長
な

ど
教
育
関
係
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
背
景
も
あ
り
、
そ
れ
で
は

私
は
大
学
の
先
生
を
め
ざ
そ
う
、
そ
の
た
め
に
東
京
教
育
大
学

を
受
け
よ
う
と
決
め
た
の
で
す
。
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内
申
書
の
右
の
欄
に
何
も
記
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

清
水

大
学
受
験
の
時
、
私
は
⽛
内
申
書
は
開
示
す
べ
き
で
あ
る
⽜

と
い
う
、
後
に
私
の
教
育
主
張
に
つ
な
が
る
経
験
を
し
ま
し
た
。

あ
の
頃
の
国
立
大
学
は
⚑
期
校
と
⚒
期
校
が
あ
っ
て
、
私
は

⚑
期
校
は
東
京
教
育
大
学
、
⚒
期
校
も
⚑
校
受
験
す
る
こ
と
に

し
て
、
内
申
書
を
⚒
通
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
東
京
教
育
大
学
一
本
で
勝
負
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し

た
の
で
、
本
当
は
い
け
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
一
通
の
内
申
書

を
開
け
て
み
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
開
け
て
び
っ
く
り
。
右
半
分
に
は
何
も
書
い
て
な

い
の
で
す
。
右
の
方
に
は
⽛
出
欠
状
況
⽜
と
か
⽛
行
動
の
記
録
⽜

や
⽛
性
格
⽜
に
つ
い
て
書
く
欄
が
あ
る
の
で
す
が
、
何
も
書
い

て
な
い
。
下
宿
の
友
達
に
相
談
し
た
ら
、⽛
こ
れ
は
お
か
し
い
。

担
任
の
先
生
に
話
し
た
方
が
い
い
⽜
と
い
う
の
で
、
叱
ら
れ
る

の
を
覚
悟
し
て
担
任
の
先
生
に
話
し
た
ら
⽛
こ
れ
は
私
の
ミ
ス

だ
。⽜
と
い
っ
て
、
直
ち
に
東
京
教
育
大
学
に
連
絡
を
取
っ
て
く

れ
て
、
差
し
替
え
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
締
め
切
り
の
前
で
し
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

と
い
う
の
は
、
あ
の
頃
は
大
学
紛
争
の
直
後
で
、
成
績
だ
け

で
な
く
内
申
書
も
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら

（
入
学
後
に
そ
う
い
う
話
を
関
係
者
か
ら
聞
き
ま
し
た
）、
内
申

書
を
見
て
い
な
か
っ
た
ら
私
は
落
ち
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
の
経
験
が
、
私
の
い
ま
の
⽛
内
申
書
は
開
示
す
べ
き
で
あ

る
⽜
と
い
う
主
張
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
が
大
学
入
試
の
際
に
提
出
さ
れ
る
内
申
書
を
見
て
も

⽛
出
欠
状
況
⽜
を
逆
に
記
入
し
て
い
た
り
、
結
構
ミ
ス
も
見
つ
か

り
ま
す
。
内
申
書
を
本
人
に
知
ら
せ
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は

な
い
し
、
記
入
の
ミ
ス
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
内
申
書
は
開
示
す

べ
き
な
の
で
す
。

ク
ラ
ス
編
成
も
、
や
は
り
男
女
共
学
が
い
い

清
水

先
ほ
ど
私
は
、
男
女
共
学
ク
ラ
ス
で
学
ぶ
た
め
に
進
路
を

変
更
し
た
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
が
、
基
本
的
に
こ
の
世
は
男

と
女
で
な
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
男
だ
け
、
女
だ
け

と
い
う
の
は
も
と
も
と
不
自
然
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
旧
教
育
基
本
法
第
⚕
条
の
⽛
男
女
共
学
は
認
め

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
⽜（
現
在
は
削
除
）
と
い
う
法
律
に
つ

い
て
は
、
高
校
時
代
の
体
験
か
ら
も
、
私
は
⽛
男
女
共
学
と
い

う
の
は
ク
ラ
ス
編
成
ま
で
及
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
⽜
と
強
く

思
っ
て
い
ま
す
し
、
大
学
の
授
業
で
も
そ
の
よ
う
に
教
え
て
い

ま
す
。

【
東
京
教
育
大
学
で
の
生
活
が
始
ま
る
】

藤
田

い
よ
い
よ
東
京
教
育
大
学
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

清
水
先
生
の
大
学
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
か
。

入
学
式
の
日
か
ら
家
庭
教
師
の
ア
ル
バ
イ
ト

清
水

入
学
式
の
日
、
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
の
勧
誘
活
動
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
⽛
学
生
文
化
会
⽜
と
い
う
主

に
都
内
の
中
学
生
や
高
校
生
を
集
め
て
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
や
る

サ
ー
ク
ル
に
入
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
サ

ー
ク
ル
の
人
か
ら
⽛
き
ょ
う
か
ら
家
庭
教
師
を
や
ら
な
い
か
⽜

と
言
わ
れ
、
そ
の
夜
か
ら
家
庭
教
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
れ
か
ら
就
職
す
る
ま
で
の
間
、
私
は
延
べ
32
人
の

家
庭
教
師
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
小
学
校
の
⚔
年
生
か
ら
大
学
に
入
る
ま
で
家
庭
教

師
を
し
た
生
徒
が
二
人
い
ま
し
て
、
そ
の
子
た
ち
と
は
い
ま
で

も
家
族
ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
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ま
た
、
こ
の
⽛
学
生
文
化
会
⽜
は
、
毎
年
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク

ー
ル
と
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
、
大
学
に
都
内
の
中
学
生

と
高
校
生
を
300
人
く
ら
い
集
め
て
学
習
指
導
等
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
校
長
・
教
頭
が
い
て
、
校
務
分
掌
が
あ
っ
て
、
テ
キ
ス

ト
も
自
分
た
ち
で
ガ
リ
版
を
使
っ
て
作
成
す
る
な
ど
、
ま
さ
に

学
校
と
同
じ
体
験
が
で
き
る
楽
し
い
サ
ー
ク
ル
で
し
た
。

そ
し
て
、
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と
は
、
パ
チ
ン
コ
、
酒
、
麻
雀

と
、
よ
く
遊
び
ま
し
た
。

藤
田

で
も
、
単
位
を
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
と
思
う
の

で
す
が
、
勉
強
の
方
は
ど
う
で
し
た
か
。

清
水

大
き
い
声
で
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
あ
の
時
代
は
ま
じ
め
に

授
業
を
や
る
先
生
は
そ
ん
な
に
い
な
く
て
、
出
席
を
取
る
先
生

も
少
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
試
験
を
ク
リ
ア
で
き
る
く
ら
い

の
勉
強
は
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
毎
回
授
業
に
出
席
し
て
一
生
懸
命
に
勉
強
し
た
英

語
の
成
績
が
Ｃ
評
価
で
、
履
修
登
録
を
し
た
だ
け
で
授
業
に
は

あ
ま
り
出
な
い
で
試
験
だ
け
を
受
け
た
科
目
の
成
績
が
Ａ
評
価

と
い
う
よ
う
な
理
不
尽
な
経
験
を
す
る
中
で
、
後
に
私
の
博
士

論
文
の
テ
ー
マ
と
な
る
⽛
大
学
の
単
位
制
度
⽜
に
関
心
を
持
つ

よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

教
育
制
度
学
と
の
出
会
い

藤
田

い
ま
の
お
話
で
、
清
水
先
生
が
⽛
大
学
の
単
位
制
度
⽜
に

関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
が
、

教
育
制
度
学
と
い
う
学
問
領
域
に
進
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ど

の
よ
う
な
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

清
水

そ
れ
は
真
野
宮
雄
先
生
と
の
出
会
い
が
一
番
の
き
っ
か
け

で
す
。
真
野
先
生
は
⽛
学
生
文
化
会
⽜
の
顧
問
で
し
た
が
、
実

は
旧
制
甲
府
中
学
の
出
身
で
私
の
大
先
輩
で
も
あ
り
ま
し
た
か

ら
、
も
う
こ
れ
は
運
命
的
出
会
い
だ
な
と
思
い
、
大
学
院
は
真

野
先
生
に
師
事
し
よ
う
と
教
育
制
度
学
に
進
む
こ
と
に
し
た
の

で
す
。

藤
田

大
学
院
に
進
ん
で
か
ら
は
研
究
一
筋
で
す
か
。

清
水

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勉
強
も
し
ま
し
た
が
、
よ

く
遊
び
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
桑
原
敏
明
先
生
も
愛
知
教
育
大
学
か
ら
戻
ら
れ
て

い
て
、
真
野
先
生
も
桑
原
先
生
も
当
時
は
か
な
り
の
ス
モ
ー
カ

ー
で
し
た
か
ら
、
煙
の
中
で
知
恵
を
出
し
あ
う
と
い
う
熱
の
こ

も
っ
た
研
究
会
が
毎
週
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
研
究

会
が
終
わ
る
と
必
ず
池
袋
に
行
っ
て
、
先
生
も
加
わ
っ
て
飲
ん

で
麻
雀
を
や
る
と
い
う
生
活
で
し
た
。

清
水
先
生
の
研
究
テ
ー
マ

藤
田

清
水
先
生
の
研
究
テ
ー
マ
を
見
ま
す
と
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
高
等
教
育
に
対
す
る
関
心
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、

初
等
中
等
教
育
の
方
に
研
究
テ
ー
マ
を
置
く
こ
と
を
考
え
た
こ

と
は
な
か
っ
た
で
す
か
。

清
水

私
の
学
部
時
代
の
卒
業
論
文
は
、
初
等
教
育
と
中
等
教
育

の
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
接
続
）
で
し
た
。
そ
し
て
、

大
学
院
を
出
て
最
初
に
勤
め
た
の
が
長
野
市
に
あ
る
清
泉
女
学

院
短
大
で
、
こ
こ
に
は
幼
児
教
育
科
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
私

は
そ
こ
で
就
学
前
教
育
と
小
学
校
教
育
の
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
研
究
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
筑
波
大
学
に
戻
っ
て
き

た
の
が
⽛
大
学
研
究
セ
ン
タ
ー
⽜
で
、
今
度
は
高
等
教
育
の
研

究
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
中
等
教
育
と

高
等
教
育
の
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
も
い
た
し
ま

し
た
。

で
す
か
ら
私
の
研
究
は
高
等
教
育
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
軸
と
し
て
、
就
学
前
教
育
、
初

等
教
育
、
中
等
教
育
、
そ
し
て
高
等
教
育
ま
で
全
部
つ
な
が
っ

た
研
究
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

博
士
論
文
へ
の
挑
戦

清
水

私
た
ち
の
時
代
は
い
ま
と
違
っ
て
、
博
士
号
を
取
る
人
は

ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
私
も
博
士
号
を
取
ろ
う
な
ん

て
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
筑
波
大
学
で
も
博

士
号
を
持
た
な
い
と
教
授
に
な
れ
な
い
時
代
に
な
り
、
私
も
博

士
論
文
に
挑
戦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
が
そ
れ
ま
で
主
と
し
て
研
究
し
て
き
た
ア
ー
テ

ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
と
い
う
の
は
、
学
校
段
階
の
接
続

関
係
の
研
究
で
す
か
ら
、
就
学
前
教
育
か
ら
高
等
教
育
さ
ら
に

は
生
涯
学
習
ま
で
が
研
究
対
象
に
な
り
ま
す
か
ら
、
も
の
す
ご

く
幅
が
広
く
、
焦
点
が
絞
り
に
く
い
。
と
て
も
個
人
の
博
士
論

文
の
テ
ー
マ
に
で
き
る
よ
う
な
研
究
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
何
を
テ
ー
マ
に
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
時
に
、

私
は
ア
メ
リ
カ
の
教
育
制
度
研
究
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
い
ま

し
た
か
ら
、
在
外
研
究
員
制
度
を
活
用
し
て
⽛
ア
メ
リ
カ
と
日

本
の
高
等
教
育
に
お
け
る
単
位
制
度
の
比
較
⽜
を
テ
ー
マ
に
し

よ
う
と
思
い
つ
い
た
の
で
す
。

こ
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
教
育
学
に
は
関
係
の
な
い

筑
波
大
学
の
全
く
専
門
の
違
う
先
生
か
ら
⽛
清
水
さ
ん
、
い
い

テ
ー
マ
を
見
つ
け
た
ね
⽜
と
ほ
め
ら
れ
ま
し
た
。

藤
田

高
等
教
育
の
単
位
制
度
に
つ
い
て
は
、
所
与
の
前
提
と
さ

れ
て
は
い
る
も
の
の
、
わ
が
国
の
単
位
制
度
は
ア
メ
リ
カ
の
単

位
制
度
の
考
え
方
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
た
し
、
誤
解
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
清
水
先
生
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ

れ
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

清
水

こ
の
単
位
制
度
の
問
題
は
、
い
ま
大
学
教
育
改
革
の
中
で

も
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
私
の
研
究
が
わ
が
国
の
単
位

制
度
の
改
革
に
少
し
で
も
役
に
立
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
こ
ん
な

う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
清
水
先
生
が
研
究
者
と
し
て
影
響
を
受
け
た
先
人
た
ち
】

藤
田

こ
こ
ま
で
、
清
水
先
生
の
子
ど
も
時
代
か
ら
、
研
究
者
と

し
て
ど
の
よ
う
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
か
を
う
か
が
っ
て
き
ま
し
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た
が
、
歴
史
的
文
脈
の
中
で
、
清
水
先
生
が
大
き
な
影
響
を
受

け
た
先
人
に
は
ど
の
よ
う
な
人
が
い
ま
す
か
。

ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
（
⚑
⚘
⚕
⚙
～
⚑
⚙
⚕
⚒
）

清
水

教
育
制
度
研
究
で
一
番
影
響
を
受
け
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の

教
育
哲
学
者
で
あ
り
社
会
思
想
家
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ

で
す
。
彼
の
著
書
⽛
学
校
と
社
会
⽜
の
第
⚓
章
は
⽛
教
育
の
浪

費
⽜と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、こ
こ
で
ジ
ョ
ン
・

デ
ュ
ー
イ
は
⽛
制
度
と
い
う
の
は
硬
直
、
固
定
化
し
て
は
い
け

な
い
。
常
に
弾
力
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
⽜
と
い
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
言
葉
は
、
私
の
教
育
制
度
研
究
の
基
本
に
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
が
何
の
た
め
に
教
育
制
度
の
研
究
を
す
る

の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
子
ど
も
の
学
習
す
る
権
利
を
保
障
す

る
た
め
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も

ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
は
⽛
子
ど
も
の
発
達

教
育
⽜
で
あ
る
と

述
べ
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
（
⚑
⚗
⚑
⚒
～
⚑
⚗
⚗
⚘
）

清
水

18
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
た
哲
学
者
ル
ソ
ー
も
影
響

を
受
け
た
先
人
の
一
人
で
す
。

ル
ソ
ー
は
、⽛
自
然
に
帰
れ
⽜⽛
教
育
と
は
自
然
の
性
、
す
な

わ
ち
天
性
に
従
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
⽜
と
主
張
し
、

子
ど
も
に
焦
点
を
当
て
た
教
育
論
を
展
開
し
ま
し
た
が
、
こ
の

ル
ソ
ー
の
子
ど
も
を
見
る
目
、
子
ど
も
観
は
、
今
日
で
も
色
あ

せ
て
い
な
い
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

ヨ
ハ
ン
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ

（
⚑
⚗
⚔
⚖
～
⚑
⚘
⚒
⚙
)

清
水

そ
し
て
も
う
一
人
、
影
響
を
受
け
た
先
人
に
、
ス
イ
ス
の

教
育
実
践
家
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
が
い
ま
す
。

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
は
⽛
教
育
は
、
頭
head
胸
heart
手

handの
調
和
の
と
れ
た
発
達
に
あ
る
⽜
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
頭

考
え
る
力
、
胸

人
を
思
い
や
る
心
、
手

物
を
つ

く
る
技
術
力
の
⚓
Ｈ
の
調
和
あ
る
発
達
を
め
ざ
す
と
こ
ろ
に
教

育
の
目
的
を
置
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
先
人
た
ち
の
教
育
観
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
子
ど

も
を
中
心
に
考
え
て
お
り
、
子
ど
も
の
発
達
や
学
習
の
権
利
を

保
障
す
る
と
い
う
私
た
ち
の
め
ざ
す
教
育
制
度
研
究
に
つ
な
が

る
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

真
野
宮
雄
先
生
と
桑
原
敏
明
先
生

清
水

そ
し
て
、
真
野
先
生
と
桑
原
先
生
も
私
の
教
育
制
度
学
研

究
を
支
え
て
く
れ
た
大
切
な
二
人
で
す
。

真
野
先
生
は
⽛
人
間
の
発
達
を
め
ざ
す
生
涯
学
習
体
系
⽜
を

研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
し
た
し
、
桑
原
先
生
は
い
つ
も
⽛
教

育
は
愛
で
あ
る
⽜
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
二
人
の
先
生
は
、
い
ま
紹
介
し
た
デ
ュ
ー
イ
や
ル
ソ
ー

や
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
と
同
じ
よ
う
に
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
教

育
研
究
を
生
涯
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
長
い
間
研
究
を
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

藤
田

真
野
先
生
と
桑
原
先
生
は
、
私
も
直
接
指
導
を
受
け
た
一

人
で
す
が
、
お
二
人
の
⽛
子
ど
も
中
心
の
、
愛
情
を
核
と
し
た

教
育
研
究
⽜
か
ら
は
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
サ
ゼ
ッ
シ
ョ
ン
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
わ
が
国
の
教
育
制
度
学
の
歩
み
】

藤
田

こ
こ
ま
で
、
清
水
先
生
の
子
ど
も
時
代
の
話
か
ら
、
教
育

制
度
研
究
者
に
な
っ
て
ど
ん
な
研
究
を
し
て
こ
ら
れ
た
の
か
を

う
か
が
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
、
わ
が
国
の
教
育
制
度
学

の
歩
み
を
少
し
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
制
度
学
は
若
い
学
問
領
域

清
水

わ
が
国
の
教
育
制
度
学
の
歴
史
は
浅
く
、
教
育
制
度
学
の

研
究
室
を
持
っ
て
い
る
大
学
は
、
筑
波
大
学
の
ほ
か
に
大
阪
大

学
と
北
海
道
大
学
く
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
か
の
大
学
で

は
、
教
育
行
政
や
教
育
経
営
の
研
究
と
一
緒
に
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
研
究
テ
ー
マ
も
、
最
初
は
先
進
国
の
教
育
制
度
を

学
ぶ
と
い
う
時
代
が
続
き
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
外
国
に
学
ぶ

と
い
う
受
動
的
な
研
究
で
は
な
く
、
課
題
の
多
い
日
本
の
教
育

制
度
を
ど
う
改
革
し
て
い
っ
た
ら
い
い
か
と
い
う
よ
う
な
課
題

解
決
型
あ
る
い
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
観
点
か
ら
の
研
究
も
増

え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

教
育
制
度
学
会
の
立
ち
上
げ

藤
田

そ
う
い
う
歩
み
の
中
か
ら
、
清
水
先
生
た
ち
が
中
心
に
な

っ
て
⽛
教
育
制
度
学
会
⽜
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

こ
の
⽛
教
育
制
度
学
会
⽜
の
誕
生
に
は
ど
ん
な
経
緯
が
あ
っ

た
の
で
す
か
。

清
水

⚑
⚙
⚘
⚔
年
に
臨
時
教
育
審
議
会
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
、

わ
が
国
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
制
度
改
革
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
制
度
改
革
は
き
ち
っ
と
し
た
研
究
の
裏
づ
け
が

な
い
ま
ま
政
策
主
導
で
ど
ん
ど
ん
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
で
は
い
け
な
い
、
も
っ
と
実
証
的
な
研
究
を
し
て
、
教

育
制
度
改
革
に
貢
献
し
、
教
育
制
度
改
革
の
研
究
的
フ
ォ
ロ
ー

も
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
⚑
⚙
⚙
⚓

年
の
10
月
⚑
日
に
学
会
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。

【
こ
れ
か
ら
の
教
育
制
度
学
の
課
題
】

藤
田

教
育
制
度
学
会
が
誕
生
し
て
20
年
。
教
育
制
度
学
の
研
究

も
、
最
初
の
頃
の
外
国
に
学
ぶ
研
究
か
ら
実
践
的
な
研
究
に
代

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
わ
が
国
は
い
ま
も
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
課
題
を
か
か
え
、
こ
う
い
う
教
育
課
題
に
対
し
教
育
制
度

学
は
何
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

教
育
制
度
学
の
課
題
や
役
割
に
つ
い
て
、
清
水
先
生
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
お
う
か
が
い
し
た
い
。

子
ど
も
の
学
習
す
る
権
利
の
保
障
が
一
番
の
課
題

清
水

ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、⽛
子
ど
も
の
学
習
す
る
権
利
を
保

障
す
る
と
い
う
大
命
題
に
応
え
る
⽜
と
い
う
こ
と
が
教
育
制
度

学
の
一
番
の
課
題
で
あ
り
役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
そ
の
も
の
の
研
究
も
、
教
育
学
か
ら
の
ア

14



プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は
な
く
、
発
達
心
理
学
や
認
知
心
理
学
な
ど

の
周
辺
科
学
と
連
携
協
力
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と

も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

藤
田

確
か
に
、
い
じ
め
や
不
登
校
の
問
題
な
ど
、
教
育
制
度
だ

け
の
問
題
と
し
て
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
問
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
よ
ね
。

⽛
学
習
⽜
か
ら
⽛
学
修
⽜
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る

清
水

い
ま
、
高
等
教
育
で
は
⽛
学
習
⽜
か
ら
⽛
学
修
⽜
へ
の
転

換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。⽛
学
習
⽜
は
学
び
習
う
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
真
似
る
・
模
倣
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、

⽛
学
修
⽜
に
は
模
倣
す
る
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
知
識

や
技
能
を
獲
得
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
は
明
治
以
来
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
⽛
学
び
習
う

ま
ね
ぶ
⽜
と
い
う
や
り
方
で
世
界
の
教
育
大
国
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
わ
が
国
の
高

等
教
育
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
能
動
的
学
修
の
よ

う
な
主
体
的
な
学
び
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
⽛
学
習
⽜
か
ら
⽛
学
修
⽜
へ
の
転
換
は
、
高

等
教
育
だ
け
で
な
く
、
初
等
中
等
教
育
で
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
で

も
、
学
び
の
形
が
こ
の
方
向
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
教
育
制
度
学
は
、
こ
う
い
う
新
し
い
時
代
の
教

育
の
あ
り
方
を
構
想
し
て
い
く
た
め
に
も
、⽛
子
ど
も
の
研
究
⽜

や
⽛
学
修
概
念
の
研
究
⽜
に
も
踏
み
込
ん
で
い
く
こ
と
が
、
ま

す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

藤
田

そ
う
し
ま
す
と
、
教
育
制
度
学
の
研
究
対
象
は
非
常
に
範

疇
が
広
く
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
こ
の
学
問
の
宿
命
と
し
て
受

け
止
め
た
方
が
い
い
の
で
す
ね
。

清
水

そ
う
で
す
ね
。
一
般
の
人
は
、
教
育
制
度
学
と
い
う
と
、

組
織
と
か
構
造
と
か
仕
組
み
を
研
究
す
る
学
問
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
制
度

と
い
う
の
は
、
内
容
も
方
法
も
、
原
理
的
な
も
の
も
本
質
的
な

も
の
も
す
べ
て
含
ん
で
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
か
ら
、
教
育
制

度
学
の
研
究
対
象
は
幅
広
い
も
の
に
な
る
の
で
す
。

藤
田

そ
し
て
、
そ
う
い
う
幅
広
い
研
究
対
象
に
向
き
合
う
時
で

あ
っ
て
も
、
私
た
ち
が
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
先
ほ
ど
清
水

先
生
が
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、⽛
子
ど
も
の
学
習
権

を
ど
う
保
障
し
て
い
く
か
⽜
と
い
う
こ
と
が
軸
に
な
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
教
育
制
度
学
の
特
徴
な
の
で
す
ね
。

【
若
い
教
育
学
研
究
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

藤
田

い
よ
い
よ
こ
の
シ
リ
ー
ズ
も
大
詰
め
を
迎
え
る
時
が
来
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
教
育
学
を
勉
強
し
よ
う
と
し
て
い

る
若
い
世
代
に
対
し
て
、
清
水
先
生
が
伝
え
て
お
き
た
い
こ
と

を
お
う
か
が
い
し
た
い
。

教
育
学
を
仕
事
と
す
る
研
究
者
に
必
要
な
こ
と

清
水

教
育
制
度
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
教
育
学
を
生
涯
の
仕

事
と
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
人
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
は
⚒
つ

あ
り
ま
す
。

一
つ
は
⽛
基
本
的
な
概
念
を
徹
底
的
に
調
べ
る
⽜
と
い
う
こ

と
で
す
。
研
究
対
象
の
定
義
、
歴
史
的
な
概
念
の
成
立
過
程
な

ど
に
つ
い
て
徹
底
的
に
調
べ
る
こ
と
な
く
し
て
研
究
は
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。

二
つ
目
は
⽛
歴
史
に
学
ぶ
⽜
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
歴
史

に
学
ば
ず
し
て
改
革
は
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。
歴
史
に
は
必

ず
未
来
の
た
め
の
新
し
い
ヒ
ン
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

⽛
基
本
的
な
概
念
に
学
ぶ
⽜
こ
と
と
⽛
歴
史
に
学
ぶ
⽜
こ
と
は

ど
ん
な
研
究
に
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

研
究
は
楽
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

清
水

若
い
研
究
者
に
も
う
一
つ
言
い
た
い
こ
と
は
、⽛
研
究
は

楽
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
⽜
と
い
う
こ
と
で
す
。
苦
に
な
る

よ
う
な
研
究
だ
っ
た
ら
や
め
た
方
が
い
い
と
思
う
。
確
か
に
、

論
文
や
課
題
を
仕
上
げ
る
の
は
大
変
で
す
が
、
新
し
い
文
献
が

見
つ
か
っ
た
時
、
新
し
い
こ
と
を
発
見
し
た
時
、
そ
の
と
き
の

喜
び
は
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
の
中
に
楽
し
さ
を
見
出
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

わ
が
国
の
教
育
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
ほ
し
い

清
水

そ
し
て
、
研
究
者
の
ス
タ
ン
ス
と
し
て
、
私
は
、⽛
わ
が
国

の
教
育
の
優
秀
さ
を
自
覚
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
⽜
と

思
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
教
育
研
究
の
書
き
出
し
は
、
暗
い
話
、
こ
こ
は
だ
め

だ
と
い
う
話
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

わ
が
国
の
教
育
は
、
江
戸
時
代
の
寺
子
屋
や
藩
校
の
教
育
に

も
優
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
し
、
一
九
七
五
年
の
ア
メ
リ
カ

の
議
会
で
⽛
日
本
の
初
等
中
等
教
育
は
世
界
一
で
あ
る
⽜
と
い

う
報
告
が
な
さ
れ
た
よ
う
に
、
わ
が
国
の
教
育
は
世
界
に
誇
れ

る
も
の
な
の
で
す
。
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高
等
教
育
だ
っ
て
決
し
て
負
け
て
は
い
ま
せ
ん
。⽛
大
学
の

ゼ
ミ
方
式
⽜⽛
学
部
段
階
で
の
卒
論
⽜⽛
大
学
体
育
⽜
な
ど
に
つ

い
て
は
、
も
っ
と
世
界
に
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
迎
え
た
い
ま
、
わ
が
国
の
教
育
研
究
も
、

⽛
わ
が
国
の
教
育
は
優
秀
で
あ
る
⽜と
い
う
自
覚
の
上
に
立
っ
て
、

展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

筑
波
大
学
で
学
ん
で
い
る
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

藤
田

最
後
に
、
教
育
学
専
攻
の
学
生
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

い
ま
筑
波
大
学
で
学
ん
で
い
る
学
生
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

清
水

私
が
今
度
、
理
事
長
・
学
長
に
な
っ
た
こ
の
山
梨
県
立
大

学
に
も
、
筑
波
大
学
で
学
ん
だ
人
が
何
人
か
い
ま
す
。
み
な
優

秀
で
す
。

筑
波
大
学
の
中
に
い
る
と
、
な
か
な
か
そ
の
こ
と
が
わ
か
ら

な
い
の
で
す
が
、
外
に
出
る
と
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
筑
波
大
学
で
学
ぶ
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
自
信
と

誇
り
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

藤
田

私
も
、
諸
先
輩
の
方
々
の
社
会
に
出
て
か
ら
の
業
績
や
貢

献
度
を
見
ま
し
て
も
、
筑
波
大
学
は
優
れ
た
人
材
育
成
機
関
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
そ
う
い
う
筑
波

大
学
で
学
ん
で
い
る
喜
び
を
か
み
し
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

藤
田

き
ょ
う
は
、
清
水
先
生
の
子
ど
も
時
代
の
話
か
ら
研
究
者

と
し
て
の
歩
み
ま
で
お
う
か
が
い
し
、
先
生
の
⽛
ア
ー
テ
ィ
キ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
⽜
も
⽛
単
位
制
度
の
研
究
⽜
も
⽛
男
女

共
学
の
主
張
⽜
も
、
先
生
の
生
活
に
し
っ
か
り
根
を
下
ろ
し
た

と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
、
ち
密
な
研
究
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
教
育
学
研
究
に
身
を
置
く
一
人
と
し
て
、
教
育
制

度
学
と
い
う
学
問
が
き
わ
め
て
実
践
的
な
学
問
で
、い
つ
も⽛
子

ど
も
の
学
習
す
る
権
利
を
ど
う
保
障
し
て
い
く
か
⽜
と
い
う
こ

と
を
念
頭
に
お
い
て
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す

る
こ
と
が
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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茗渓・東西南北

このページは
会員の交流ページです。
各地の活動・様ざまな交流について

お知らせして行きます。
支部活動等についてもできるだけ多く

報告して参ります。
執筆の依頼の折には快諾を！

民
間
企
業
や
官
公
庁
な
ど
で
働
く
卒
業
生
の
異
業
種
交
流
会

茗
渓
・
筑
波
大
学
産
業
人
会
(仮
称
)立
ち
上
げ
へ

東
京
都
茗
渓
会
が
主
催
す
る
異
業
種
交
流
会
、
仮
称
⽛
茗
渓
・
筑
波
大
学

産
業
人
会
⽜
が
、
去
る
⚖
月
17
日
(水
)19
時
よ
り
、
25
名
の
参
加
者
を
迎
え

て
茗
渓
会
館
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
産
業
人
会
立
ち
上
げ
の
主
旨
を
事
務
局
か
ら
説
明
、
教

育
界
以
外
の
卒
業
生
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
交
流
会
を
持
つ
こ
と
で
、
知
見

を
高
め
、
人
脈
を
広
め
ら
れ
る
会
と
な
る
こ
と
を
願
う
旨
の
話
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
当
会
の
事
務
局
で
も
あ
る
㈱
キ
ャ
リ
ア
ア
ン
カ
ー
代
表
・
塩
津
氏

に
よ
る
⽛
企
業
の
人
事
・
組
織
戦
略
の
潮
流
⽜
に
つ
い
て
の
話
題
提
供
の
後
、

乾
杯
・
懇
親
会
・
名
刺
交
換
会
へ
と
移
行
し
た
。

⚒
時
間
半
に
わ
た
る
第
一
回
で
あ
っ
た
が
、
参
加
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は

概
ね
ご
好
評
を
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
事
務
局
と
し
て
は
、
今
後

と
も
異
業
種
の
方
々
と
の
交
流
を
息
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
よ
り
多
く

の
方
々
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
会
と
な
る
よ
う
に
、
運
営
に
努
め
る
所
存
で

あ
る
。

こ
の
会
は
今
後
毎
月
第
⚓
水
曜
日
の
19
時
よ
り
、
茗
渓
会
館
で
行
う
予
定

で
あ
る
。
開
催
予
定
な
ど
お
知
ら
せ
を
ご
希
望
の
方
は
、
m
ailto:

tokyo@
m
eikei.or.jp
ま
で
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
事
務
局
／
真
当
・
塩
津
)



今後の予定

第⚒回(⚗月15日)：業界情報①⽛広告業界⽜
第⚓回(⚘月19日)：業界情報②

⽛放送・マスコミ業界⽜
第⚔回(⚙月16日)：業界情報③

⽛エネルギー産業⽜
第⚕回(10月21日)：業界情報④

⽛総合商社・グローバルビジネス⽜

（上記のテーマは、あくまでも例示で、会の進捗
状況に応じてふさわしい話題提供者を見つけ、
テーマを設定する予定です）



よ
み
が
え
る
湯
島
聖
堂
本
尊
孔
子
像

彩
色
復
元
特
別
展
を
開
催

本
学
附
属
図
書
館
か
ら
、
2
0
0
0
年
に
江
戸
前
期
の
美
術
品

が
多
数
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
研
究
に
よ
り
、
こ
れ
ら
は

本
学
の
起
源
と
も
い
え
る
湯
島
聖
堂
に
飾
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ

り
、
日
本
に
お
け
る
儒
教
美
術
に
関
す
る
一
級
品
の
文
化
財
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
以
後
、
本
学
は
、
日
本
に
お
け
る
儒

教
美
術
お
よ
び
そ
れ
ら
の
復
元
に
関
す
る
研
究
に
注
力
し
て
い
ま

す
。こ

の
度
、
湯
島
聖
堂
大
成
殿
孔
子
像
の
彩
色
復
元
が
完
成
し
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
鮮
や
か
な
造
形
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
彫
塑
を

専
門
と
す
る
柴
田
良
貴
教
授
（
芸
術
系
）
が
像
の
原
型
を
復
元
し
、

日
本
画
を
専
門
と
す
る
程
塚
敏
明
准
教
授
（
芸
術
系
）
が
そ
の
乾

漆
像
に
彩
色
し
た
も
の
で
す
。

完
成
を
記
念
し
て
、
こ
の
彩
色
復
元
像
を
中
心
に
、
本
学
が
所

蔵
す
る
湯
島
聖
堂
・
昌
平
坂
学
問
所
伝
来
の
美
術
資
料
な
ら
び
に

復
元
研
究
の
成
果
を
、
4
月
3
日
〜
19
日
に
、
附
属
図
書
館
お
よ

び
大
学
会
館
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
に
て
一
般
公
開
し
ま
し
た
。

剣
道
世
界
選
手
権

竹
ノ
内
佑
也
選
手
の
活
躍
で
日
本
3
連
覇
！

昨
年
の
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
で
、
43
年
ぶ
り
の
学
生
優
勝

を
果
た
し
た
竹
ノ
内
佑
也
選
手
（
体
育
専
門
学
群
4
年
）
が
、
3

年
に
1
度
開
催
さ
れ
る
世
界
選
手
権
に
出
場
し
ま
し
た
。

初
出
場
と
な
る

竹
ノ
内
選
手
は
、

団
体
戦
初
戦
の
先

鋒
で
日
本
に
勢
い

を
つ
け
る
2
本
勝

ち
。
決
勝
戦
で
も

先
鋒
を
務
め
、
得

意
の
メ
ン
で
見
事

勝
利
し
、
強
敵
韓

国
を
2

1
で
破

っ
て
の
優
勝
に
大

き
く
貢
献
し
ま
し

た
。
個
人
戦
決
勝

で
は
網
代
忠
勝
選

手
（
兵
庫
県
警
）

に
延
長
戦
の
末
に

惜
し
く
も
敗
れ
、

準
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。

タ
イ
王
国
の
シ
リ
ン
ト
ー
ン
王
女
殿
下
が

「
次
世
代
が
ん
治
療
」の
開
発
実
用
化
へ
の
取
り
組
み
を
視
察

4
月
23
日
に
タ
イ
王
国
M
aha
ChakriSirindhorn王
女
殿
下

が
、
つ
く
ば
国
際
戦
略
総
合
特
区
の
先
導
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
1

つ
で
あ
る
次
世
代
が
ん

治
療
（
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
）
の

研
究
拠
点
「
い
ば
ら
き

中
性
子
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
」
を
視
察
さ
れ
ま

し
た
。

シ
リ
ン
ト
ー
ン
王
女

は
、
は
じ
め
に
Ｊ

Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｃ
研
究
棟
の
大
会

議
室
に
て
、
松
村
明
病

院
長
お
よ
び
熊
田
博
明

中
性
子
医
学
研
究
開
発

室
長
か
ら
ホ
ウ
素
中
性

子
補
足
療
法
（
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
）
の
仕
組
み
や
特
徴
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
後
、
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
の
研
究
拠
点
で
あ
る
「
い
ば
ら
き
中
性

子
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
研
究
開
発
現
場
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
を
き
っ
か
け
に
タ
イ
王
国
で
も
日
本
が
先
導
す
る

Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
研
究
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

エ
ン
パ
ワ
ー
ス
タ
ジ
オ
竣
工
お
披
露
目
会
を
開
催
！

5
月
12
日
に
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
情
報
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｅ

Ｍ
Ｐ
）
の
拠
点
と
な
る
エ
ン
パ
ワ
ー
ス
タ
ジ
オ
が
竣
工
し
、
関
係

者
お
よ
び
学
内
向
け
に
お
披
露
目
会
が
行
わ
れ
、
約
90
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

お
披
露
目
会
は
、
永
田

恭
介
学
長
お
よ
び
大
田
友

一
Ｅ
Ｍ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
責

任
者
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ

た
後
、
岩
田
洋
夫
プ
ロ
グ

ラ
ム
リ
ー
ダ
ー
の
案
内
の

も
と
、
ス
タ
ジ
オ
内
の
見

学
や
展
示
機
器
の
1
つ
で

あ
る
「
ト
ー
ラ
ス
ト
レ
ッ

ド
ミ
ル
」
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
・
体
験
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

筑
波
大
学
附
属
病
院
土
浦
市
地
域
臨
床
教
育
セ
ン
タ
ー

開
設
記
念
式
典
を
挙
行

本
学
は
「
筑
波
大
学
附
属
病
院
土
浦
市
地
域
臨
床
教
育
セ
ン
タ

ー
」
の
開
設
に
あ
た
り
、
5
月
18
日
に
開
設
記
念
式
典
を
挙
行
し

ま
し
た
。

本
学
は
、
平
成
24
年
に
国
立
病
院
機
構
が
運
営
す
る
霞
ヶ
浦
医

療
セ
ン
タ
ー
内
に
「
筑
波
大
学
附
属
病
院
土
浦
市
地
域
臨
床
教
育

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
設
し
、
大
学
と
地
域
病
院
の
連
携
に
よ
る

医
療
教
育
体
制
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
新
た
に
大
学

教
員
2
人
を
増
員
し
た
5
人
体
制
と
し
て
、
さ
ら
な
る
地
域
医
療

の
充
実
を
図
る
こ
と
に
な
り
、
名
称
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
セ
ン

タ
ー
に
変
更
し
ま
し
た
。
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筑
波
大
学
は
今

筑
波
大
学
は
今

孔子像の彩色復元像

写
真
：
望
月

仁
／
ア
フ
ロ

写
真
：
望
月

仁
／
ア
フ
ロ

前列左から松村明病院長､シリントーン王女殿下､
吉岡正和高エネルギー加速器研究機構名誉教授

「トーラストレッドミル」のデモンスト
レーションを見学する永田恭介学長



すなわち、開国から明治維新による近代国家が成立する1867
年までの15年間では、(3a,b)のわずか6語であった借入日本
語は、(3c, d, e)のように次第にその数を増やしていく。これ
らの日本語のほとんどは日本特有の文物を表すものであり、
またこれらの語の紹介には特定の個人ではなく、かなり多く
の英米人や日本人が関わっている。
(3) 1854～1899の45年間
a．1850年代：hara-kiri, tycoon「大君」, hakama
b．1860年代：shakudo「赤銅」, hibachi, sasanqua「山茶

花」
c．1870年代：ronin, seppuku, jinrikisha, ju-jitsu「柔術」,

raku「楽(焼)」, renga「連歌」, shiitake, tanka「短歌」,
ukiyo-e

d．1880年代：sashimi, shoji, sumo, tofu, Satsuma「薩摩
(みかん)」, ne t s uk e「根付」, kombu, s e n s e i,
tsukemono, kimono, tansu, romaji, judo, tsuba「鍔」

e．1890年代：kakemono「掛け物」, geisha, katsuobushi,
sika, nori, banzai, kudzu「葛」, shakuhachi, sushi,
katsura「桂、鬘」, kamikaze, tsunami, bushido,
haiku, hokku「発句」, kabuki

ところが、20世紀に入り、日本が欧米列強と共に軍国主義
化し、2度の世界大戦に関わるようになると、英語に借入さ
れる日本語の数は(4)のように伸び悩む。
(4) 1900～1945（終戦までの45年間）
a．1900年代：wasabi, tsutsugamushi「つつがむし(病)」
b．1910年代：shubunkin「朱文金(金魚の一種)」
c．1920年代：kanji, sukiyaki, tempura, kendo, origami
d．1930年代：onsen, wabi「侘び」, kyu「級」, zaibatsu,

shochu, sumie「墨絵」
e．1940年代：dojo, nisei, sansei, tosa「土佐(犬)」
＊medaka (20世紀前半)

終戦から20世紀末までの40年間


日本が敗戦の痛手から徐々に立ち直り、経済復興を成し遂
げ、再び国際社会の仲間入りをするようになると、英語とな
る日本語の数も(5a)のように増え、20世紀後半になると、
(5b)のような日本食ブームの先駆けとなる語や日本古来の
武道に関わる語が増える。
(5) a．1945～59：mama-san「女将」, bonsai, hibakusha「被爆

者」, keiirin, judouka「柔道家」, pachinko, kata「(武
道の)型」, karate, aikido, sumi, keirin

b．1960～85：chichi「(女性の)乳」, kanban, nashi,
yakitori, ryokan, yakuza, karateka「空手家」, shiatsu,
karate-chop, nunchaku「ぬんちゃく」, shabu-shabu,
karaoke, maki zushi, tamari「たまり(醤油)」, anime,
enoki「榎(茸)」

21世紀の始まりから今日まで


ODE3の編集の最終段階の数年間に日本語が英語になって
いたとしても、2010年の発行日までに辞書に盛り込めなかっ
たと思われる。ただし、(6a)の2語はODE3に収録され、21世
紀初頭と明記されていることから、出版の2～3年ほど前の
2000年から2007～8年の間に英語化したと考えられる。
(6) 21世紀初頭：kakuro「カクロ」(数字のパズル。＜加算

＋クロス), sudoku「数独」(パズルの一種。＜数字＋
独身)

一方、OED2に記載がなく、ODE3には借入の時期が記され
ていない日本語は51例ある。これらの語が英語となった時期
が特定できれば、英語における最近の日本語の受容の様子が
より詳しくわかると思われる。幸い、これらの語はODE3に
盛り込まれていることから、1986～7年頃から2007～8年の約

20年間に英語となったと推定できる。
さらに幸運なことに、ODE3の初版に当たる The New
Oxford Dictionary of English（以下、NODE）が手元にあり、
今回これが強力な情報源となった。NODEは1998年に出版さ
れたが、その後この辞典はODEと名称が変えられ、2010年
に第3版が刊行された。それゆえ、借入時期が不明の51語の
うち、NODEに収録されていないものは1995～7年以降に新
たに英語となったとみなせる。
そこで、51語を(7a, b)のように区分した結果、1986～7年頃

から1996～7年頃までの約10年間は、(7a)の例から、日本食や
柔剣道・相撲などの武道、および盆栽、さらには高度成長を
続けていた日本企業の経営の影響がかなり強かったことがわ
かる。ところが、それから10年くらい経つと、(7b)のように、
日本食ブームや武道は根強い影響を維持し続けているが、盆
栽や企業経営の分野はほとんど影響を及ぼさなくなったとい
える。
(7) a．1986～7年頃から1997～8年頃までの約10年間

i ．食品・料理： arame(海藻), daikon, gobo, mirin,
mizuna「水菜」, ramen, wakame

ii ．武 道：ippon, kumite, oshi, rikishi, tachi, tanto,
wakizashi

iii．植木：hiba, keaki
iv．商工業：kaizen, keiretsu, sogo shosha「総合商社」,

sokaiya
v．その他：gaijin, issei, juku, manga, ninja, ninjutsu,

otaku「おたく」, reiki「霊気」, ryu「流(派)」, seiza
b．1996～7年頃から2007～8年頃までの約10年間
i ．食品・料理：bento, edamame, hamachi, kaiseki,

ponzu「ポン酢」, reishi「霊芝」, seitan「植物性蛋白
質」, shiso, tataki, toro, umami「旨味」, Wagyu

ii ．武道：budo, dohyo, kyudo, mawashi
iii．植木：なし
iv．商工業：なし
v．その他：butoh「舞踏」, hikikomori, kawaii, keitai,

robata「炉端」

ま と め


過去600年ほどの間に英語になった177の日本語を分析した
結果、その多くは日本特有の文化に関わる語であり、それゆ
え、英米人は自国にない文物や概念を日本語から積極的に借
入していたことがわかった。同時に、これらの日本語を日本
人の目で見ると、過去の日本の国情を知る貴重な情報源とな
っていて、鎖国や戦争は異文化交流を妨げる要因となってい
たこと、および、国同士の交流が盛んになると、そのことが
言葉に直接反映されるということがよくわかった。今から10
年程の後にODEの第4版が出版されれば、その中の借入日
本語を見れば、2010年以降の日本がどのような分野で欧米に
影響を与えたかがわかるであろう。楽しみに待ちたい。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
講演後の質疑応答も活発で、楽しいひと時であった。
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「ハラキリ」、「ゲイシャ」、「ツナミ」などは古くから英語に
なっているが、最近はどんな語があるのか探ってみた。

最新の情報を英語辞典から探る


世界最大の英語辞典『オックスフォード英語辞典』(The
Oxford English Dictionary) (1989年に第2版刊行、以下
OED2）には約60万語が収録されている。最も古い時期の古
英語の語彙は約5万語であることから、千年ほどの間に英語
の語彙は55万語増えたことになる。そのほとんどはラテン語、
フランス語などの外国語からの借入による。イギリスでは、
宗教改革、ルネッサンス、産業革命などにより、新たな物や
概念を表す必要が生じると、新しい語が作られ、外国語が借
入された。
日本語も英語の語彙の増強に貢献してきたことから、その
実態を探ってみた。OED2は刊行後26年も経過し、借入語の
最新情報を提供できないことから、中規模の辞書ではあるが
約35万語を収録している最新のOxford Dictionary of English
(2010年に第3版刊行、以下、ODE3）から日本語に由来する
英語を抽出し、分析を行った。

鎖国体制確立以前


江戸幕府の鎖国以前に日本にやってきた西洋人は、1543年
に種子島に漂着し鉄砲を伝えたポルトガル人、その6年後の
1549年に日本にキリスト教を伝えたスペイン人宣教師フラン
シスコ・ザビエル（1506-52）、および、1600年にオランダ船
リーフデ号で豊後に漂着したイギリス人航海士ウィリアム・
アダムズ（1564-1620、日本名、三浦按針）とオランダ人のヤ
ン・ヨーステン（Jan Joosten, -1623、日本名、耶揚子）など、
ごく少数であった。しかも、ザビエルは故国への帰路に死亡
し、アダムズとヨーステンは徳川家康の外交顧問として活躍
したが、アダムズは平戸で病死し、ヨーステンも航海中に難
破し、日本語を広く海外に広めることはなかった。
このような状況により、鎖国体制が確立する1639年以前に
日本語がイギリスに伝わり、英語として用いられることはご
くまれであり、(1)のような日本語が英語となったのには特
別な理由がある。(1a)のbonzeはザビエルの手紙に記されて
いたものであり、後にこの手紙は英訳され、『聖フランシス
コ・ザビエル全書簡』として出版された。次に、(1b)の6語
は平戸商館長を務めたイギリス人のリチャード・コックス
（1566-1624）の『イギリス商館長日記』(1615-22）に由来す
る。この日記は当時の商館の経営状態や日英交渉を知る貴重
な資料であり、その中のいくつかの日本語が英語となってい
る。一方、(1c)の inroはアダムズがイギリスに送った手紙に

記されていたものである。
(1) a．bonze「坊主」(1552、英訳は1677)
b．shogun(1615), kami「神」, s(h)amisen, tabi, tatami

(1616), tai「鯛」(1620)
c．inro「印籠」(1617)

鎖国から日米和親条約以前の215年間


徳川幕府の鎖国体制が確立すると、日本で唯一の貿易地は
長崎の出島のみとなり、平戸にいたオランダ人はここに移住
させられた。それ以降、日米和親条約を締結する1854年まで
の215年間、出島に出入りする西欧人だけがヨーロッパに日
本の文物を伝え得るという状況であった。
それゆえ、この間に英語になった日本語は⑵に示したごく

わずかなものに限られた。ちなみに、(2c)の17の日本語は
1727年から英語として用いられ、しかも数が他の年よりはる
かに多いが、いずれもドイツ人医師で博物学者のエンゲルベ
ルト・ケンペル（1651-1716）の『日本誌』に依存している。
彼はオランダの東インド会社に医師として着任し、その後、
日本に滞在し（1690-92）、この間に日本の社会・政治・宗教・
動植物を観察し、それを書物に著し、ヨーロッパ人の日本研
究、日本観に大きな貢献をした。
(2) a．1687年：sake
b．1696年：soy「醤油」
c．1727年：ad(z)uki, ginkgo「銀杏」, hinoki, kaki, kana,

katakana, koi「鯉」, matsuri, mikado, miso「味噌」,
samurai, satori「悟り」,Shinto「神道」, shoyu, torii,
tsubo「つぼ」, zazen

d．1822年：hiragana
e．1823年：zori
f．1837年：akebia「あけび」
g．1839年：daimyo

ちなみに、東インド会社は、17世紀初頭にイギリス、フラ
ンス、オランダなどの西欧諸国が胡椒や茶などの物産をアジ
アからヨーロッパに輸入することを主な目的として、特別な
許可を与えて設立させた会社の総称であり、当時、日本にや
ってきた西欧の商人はたいていこの会社を拠点としていた。

開国から世界大戦終了までの91年間


300年にわたる鎖国体制が崩壊すると、欧米諸国との交流
が盛んとなり、多くの文物や概念が日本に流入し、日本の物
産・風俗・習慣なども海外に広まっていった。英語に借入さ
れる日本語の数も開国以前と比較して飛躍的に増大した。
このことは(3)のように10年刻みで表記すると明白となる。
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茗
渓
・
筑
波
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
筑
波
大
学
の
卒

業
生
及
び
前
身
校
で
あ
る
東
京
教
育
大
学
の
卒
業
生
、
な
ら
び
に

在
学
生
と
教
職
員
が
集
い
、
世
代
を
超
え
て
親
睦
を
深
め
、
筑
波

大
学
の
更
な
る
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
い
う
願
い
か
ら
、
平
成
8

年
1
月
に
は
じ
ま
り
、
今
年
で
19
回
を
迎
え
ま
し
た
。

当
イ
ベ
ン
ト
は
近
年
、
学
群
の
持
ち
回
り
に
よ
り
企
画
・
運
営

を
お
願
い
し
て
お
り
、
今
回
は
情
報
学
群
と
芸
術
専
門
学
群
の
担

当
と
い
う
こ
と
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
情
報
」

と
「
芸
術
」
が
融
合
し
た
、「
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
」
と
し
て
開
催
し
、

各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
関
係
者
や
本
学
教
員
、
大
学
院
生
に

よ
る
講
演
及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
海
外
出
張
の
た
め
当
日
欠

席
と
な
っ
た
永
田
恭
介
学
長
に
代
わ
り
、
大
会
副
会
長
で
あ
る
玉

川
信
一
学
生
担
当
副
学
長
か
ら
「
本
学
が
も
つ
パ
ワ
ー
、
本
学
に

秘
め
ら
れ
た
可
能
性
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
創

造
し
多
く
の
皆
様
を
魅
了
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
旨
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
次
い
で
、
大
会
参
与
と
し
て
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
茗
渓
会
江
田
昌
佑
理
事
長
か
ら
は
「『
桐
の
葉
』
の
も
と
に
同
窓

の
交
流
が
一
層
活
発
に
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
」
と
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
大
会
実
行
委
員
長
の
西
川
博
昭
情
報

学
群
長
か
ら
は
企
画
の
説
明
と
大
会
へ
の
支
援
に
対
す
る
謝
辞
が

あ
り
、
最
後
に
江
田
茗
渓
会
理
事
長
か
ら
玉
川
副
学
長
に
対
し
援

助
金
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ま
ず
、
女
子
美
術

大
学
ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
表
現
学
科
メ
デ
ィ
ア
表
現
領
域
教
授
季き

里り

氏
よ
り
「
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
私
」
を
テ
ー
マ
に
、
時

代
ご
と
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
変
遷
を
紹
介
い
た
だ
き
な
が
ら
、
自

身
が
手
掛
け
た
事
業
や
作
品
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

次
に
登
壇
い
た
だ
い
た
、
本
学
シ
ス
テ
ム
情
報
系
教
授
三
谷

純
氏
か
ら
は
「
Com
putationalO
rigam
iA
rt」
を
テ
ー
マ
に
、

自
身
の
研
究
で
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
立
体

形
状
設
計
技
術
を
駆
使
し
た
折
り
紙
に
よ
る
造
形
を
紹
介
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
応
用
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
学
大
学
院
（
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
院
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
情
報
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
1
年
大
図
岳
氏
か
ら
は
、「
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
が
表
現
者
に
与
え
る
翼
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
身
が
芸
術

専
門
学
群
在
籍
時
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
魅
力
に
目
覚
め
ら
れ
て

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
進
学
さ
れ
た
経
緯
や
こ
れ
ま
で
生
み
出
し
た
作

品
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
は
じ

め
と
す
る
電
子
技
術
に
よ
る
表
現
の
幅
の
さ
ら
な
る
拡
張
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
本
学
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
系
助
教
落
合
陽
一
氏

か
ら
、「
魔
法
の
世
紀
〜
表
現
技
術
が
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
を
拡
大

す
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
超
音
波
を
用
い
た
自
身
の
研
究
成
果
の

紹
介
を
交
え
な
が
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
成
熟
期

を
迎
え
た
現
代
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
展
望
な
ど
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
途
中
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
学

生
委
員
の
進
行
に
よ
り
、
今
大
会
の
実
行
委
員
長
で
あ
る
本
学
西

川
博
昭
情
報
学
群
長
、
同
副
委
員
長
で
あ
る
中
村
伸
夫
芸
術
専
門

学
群
長
に
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
き
、
講

演
者
4
氏
を
中
心
に
、
今
後
挑
戦
し
た
い
分
野
や
、「
情
報
科
学
」

と
「
芸
術
」
の
融
合
に
係
る
今
後
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
も
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
会
場
内
一
同
、

興
味
深
い
内
容
に
対
し
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
に
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
応
援
部

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
ソ
ン
グ

「
IM
A
GIN
E
T
H
E
FU
T
U
RE.」
の
披
露
、
宣
揚
歌
「
桐
の
葉
」

の
合
唱
な
ど
が
行
わ
れ
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
会
場
内
で
は
世
代
や
立
場
を
超
え
た
交
流
・
意
見
交

換
が
活
発
に
行
わ
れ
、
参
加
者
に
と
っ
て
有
意
義
な
ひ
と
時
と
な

り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
茗
渓
会
江
田
昌
佑
理
事
長
を
は
じ
め
、

関
係
者
各
位
の
多
大
な
る
ご
支
援
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
国
立
大
学
法
人
筑
波
大
学

連
携
・
渉
外
室
)
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「
委
員
長
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
が
形
作
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

こ
ん
な
私
を
慕
っ
て
つ
い
て
き
て
く
れ
た
後
輩
と
支
え
て
く
れ
た

同
期
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。

準
備
期
間
で
苦
労
し
た
こ
と
は
、
実
行
計
画
書
を
詰
め
て
い
く

段
階
で
何
度
も
何
度
も
見
直
し
を
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
宿
舎
祭

実
行
委
員
会
で
は
実
行
計
画
書
を
各
担
当
に
書
い
て
も
ら
い
、
私

を
含
め
た
上
層
部
と
面
談
し
な
が
ら
計
画
書
を
詰
め
ま
す
。
担
当

に
よ
っ
て
は
こ
れ
を
5
、
6
回
も
繰
り
返
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

担
当
は
何
十
個
も
あ
り
、
時
間
も
精
神
力
も
削
ら
れ
る
の
で
こ
の

時
期
は
委
員
の
み
ん
な
が
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
努

力
で
作
っ
た
実
行
計
画
書
も
、
大
学
側
に
提
出
す
る
と
各
所
ミ
ス

や
学
生
で
は
至
ら
な
か
っ
た
点
が
あ
り
、
戻
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
い
う
時
は
悔
し
い
気
持
ち
を
グ
ッ
と
こ
ら
え
て
、

祭
の
成
功
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
や
ど
か
り
祭
は
前
夜
祭
が
雨
で
模
擬
店
や
一
部
の
企
画

が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
、
多
く
の
み
な
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。
雨
天
時
の
対
策
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
と
な

る
と
ド
タ
バ
タ
し
、
対
応
が
遅
れ
る
と
こ
ろ
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
祭
は
一
転
し
て
す
ば
ら
し
い
ほ
ど
の
快
晴
。
模
擬
店

も
企
画
も
す
べ
て
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
最
後
の
ゆ
か
た

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
例
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
新
企
画
で
あ
る
「
大
学
生
ク
イ
ズ
」
は
、
進
行
が
少
し

だ
れ
て
し
ま
い
誰
の
目
か
ら
見
て
も
失
敗
で
し
た
。
た
だ
、
改
善

点
は
目
に
見
え
て
わ
か
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
来
年
に

繋
げ
ら
れ
る
結
果
に
終
わ
り
満
足
し
て
い
ま
す
。

我
々
宿
舎
祭
実
行
委
員
会
は
、
入
学
し
た
ば
か
り
の
新
入
生
に

交
流
の
場
を
設
け
た
い
と
い
う
想
い
で
や
ど
か
り
祭
を
作
っ
て
い

ま
す
。
私
自
身
、
1
年
生
の
時
に
こ
の
祭
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の

友
達
が
増
え
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
閉
会
宣
言
を
し
た
と
き
の
新

入
生
の
笑
顔
が
そ
の
答
え
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
新
入
生
が
、
こ

の
祭
を
通
し
て
で
き
た
仲
間
と
共
に
、
今
後
の
学
園
生
活
と
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
実
行
委
員
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
以
上
で
す
。

祭
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
第
41
回
、
大
成
功
で
し
た
。

今
年
で
第
41
回
を
む
か
え
る
や
ど
か
り
祭
は
筑
波
大
学
と
ほ
ぼ

同
じ
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
伝
統
あ
る
お
祭
り
で
す
。
そ
ん
な
伝
統

あ
る
お
祭
り
の
委
員
長
と
し
て
名
を
残
す
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
私
は
も
と
も
と
こ
の
よ
う
な
団
体
の
ま
と
め
役
に
な

る
よ
う
な
柄
で
も
な
く
、
昔
か
ら
そ
う
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
避
け

て
き
た
人
生
で
し
た
。
し
か
し
、
先
代
か
ら
委
員
長
を
任
命
さ
れ
、

大
好
き
な
や
ど
か
り
祭
の
委
員
長
に
な
れ
る
と
聞
き
、
気
づ
い
た

ら
な
っ
て
い
ま
し
た
。
就
任
し
た
直
後
は
力
不
足
を
感
じ
、
な
か

な
か
う
ま
く
纏
め
ら
れ
ず
情
け
な
い
思
い
も
し
ま
し
た
。「
こ
の

ま
ま
で
は
い
け
な
い
。
変
わ
ら
な
け
れ
ば
」
と
い
う
思
い
で
、
春

休
み
に
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
鹿
児
島
へ
。
往
復
3
0
0
0
㎞
を
ヒ
ッ

チ
ハ
イ
ク
と
徒
歩
の
み
で
移
動
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
多
く
の
人

と
出
会
い
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、
自
分
の
中
で
の

第
41
回

宿
舎
祭
(や
ど
か
り
祭
)を

終
え
て

委
員
長

小

西

湖

南

知
識
情
報
・
図
書
館
学
類
3
年

委員長 小西 湖南

芸
術
専
門
学
群
の
お
み
こ
し

「
や
ど
か
り
祭
」
の
た
れ
幕

第41回 宿舎祭（やどかり祭)
平成27年6月5日（金）～6月7日（日）



イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
全
国
大
会
出
場

今
年
も
、
部
活
動
の
活
躍
の
報
告
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。高
校
部
で
は
、剣
道
部
が
女
子
個
人
戦
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ（
近

畿
大
会
7
月
末
〜
）
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
茨
城
県
は
剣
道
の
レ

ベ
ル
が
高
く
、
県
代
表
が
全
国
優
勝
す
る
な
ど
全
国
レ
ベ
ル
で
も

ト
ッ
プ
に
あ
る
た
め
、
厳
し
い
県
予
選
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
の

難
関
を
見
事
突
破
し
ま
し
た
。
本
校
に
と
っ
て
は
こ
の
剣
道
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
は
快
挙
と
い
え
る
も
の
で
す
。
他
に
も
、
体
操

部
女
子
2
名
が
個
人
戦
で
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

6
月
に
行
わ
れ
て
た
関
東
大
会
へ
は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
、
剣
道
部
、

体
操
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
水
泳
部
な
ど
が
出
場
し
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
部
は
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で
優
勝
し
、
春
の
選
抜
大
会
出
場
は

逃
し
ま
し
た
が
、
冬
の
花
園
大
会
で
の
上
位
進
出
に
向
け
、
好
感

触
を
掴
ん
だ
よ
う
で
す
。

中
学
部
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
が
関
東
大
会
決
勝
に
進
出
し
、
一

進
一
退
の
接
戦
で
し
た
が
、
僅
か
に
及
ば
す
2
点
差
で
敗
れ
準
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
関
東
地
区
代
表
と
し
て
、
全
国
大

会
5
年
連
続
5
回
目

の
出
場
と
な
り
ま
し

た
。
9
月
開
催
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
に
大

き
く
成
長
し
2
年
ぶ

り
2
回
目
の
全
国
優

勝
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
中
学
3
年
女

子
が
、
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
・
フ
ル
ー
レ
の
県

大
会
で
優
勝
し
ま
し

た
。
本
校
初
の
競
技

種
目
で
す
が
、
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
ご
声
援
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

理
事
長

校
長
が
交
代
し
ま
し
た

今
年
度
、
学
校
法
人
茗
溪
学
園
の
役
員
改
選
に
当
た
り
、
平
成

19
年
12
月
よ
り
7
年
6
か
月
に
わ
た
り
理
事
長
を
務
め
て
こ
ら
れ

た
西
野
虎
之
介
氏
が
退
任
さ
れ
、
新
理
事
長
に
中
川
喜
久
治
氏
が

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
8
年
間
に
わ
た
っ
て
校
長
を
務
め

た
柴
田
淳
の
定
年
退
職
に
伴
い
、
こ
の
4
月
よ
り
新
校
長
に
田
代

淳
一
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
理
事
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
、
茗
溪
学
園
理
事
長
を

お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
中
川
喜
久
治
で
す
。
誌
面

を
お
借
り
し
ま
し
て
茗
渓
会
の
皆
様
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

西
野
前
理
事
長
が
高
齢
を
理
由
に
理
事
長
交
代
を
希
望
さ
れ
、

今
回
の
改
選
で
新
理
事
長
の
選
任
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
思
い
も
か
け
ず
私
が
、
理
事
の
皆
様
か
ら
の
ご
推

薦
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
4
人
の
子

ど
も
た
ち
が
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
学
園
に
、
少
し
で
も
恩
返
し

が
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
微
力
な
が
ら
、
お
引
き
受
け
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
茗
渓
会
が
創
立
さ
れ
た
茗
溪
学
園
で

す
。
筑
波
大
学
と
の
繋
が
り
は
深
く
、
学
園
の
更
な
る
発
展
の
た

め
に
は
筑
波
大
学
お
よ
び
茗
渓
会
と
の
連
携
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
茗
渓
会
員
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
西
川

潔
理
事
を
始
め
大
学
に
ご
縁
の
あ
る
理
事
・
評
議
員
の
方
々
の
ご

協
力
を
得
て
、
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、

学
園
経
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
私
学
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
財

務
的
な
経
営
の
経
験
を
生
か
し
て
欲
し
い
と
い
う
ご
要
望
も
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
慣
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
様
々
な
課
題
も
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
理
事
の
皆
様
方
、
教
職
員
の
方
々
と
力

を
合
わ
せ
て
、
学
園
発
展
の
た
め
に
精
一
杯
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。
茗
渓
会
の
皆
様
方
か
ら
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
も
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
前
校
長
柴
田
淳
先
生
の
後
任
と
し
て
着
任
い
た
し
ま

し
た
田
代
淳
一
と
申
し
ま
す
。
教
務
部
長
、
教
頭
、
副
校
長
と
し

て
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
や
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
・
デ
ュ
ア

ル
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
連
絡
協
議
会
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
筑
波
大
学
と
の
高
大
連
携
関
係
の
推
進
を
担
当
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

政
府
の
成
長
戦
略
を
受
け
て
教
育
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
激
動
が
予
想
さ
れ
る
こ
の
時
期
に
本
校
設
立
の
理
念
を

改
め
て
深
く
認
識
し
、「
世
界
的
日
本
人
の
育
成
」
と
い
う
本
校
流

の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
強
く
推
進
し
て
教
育
実
験
校
と
し
て

の
使
命
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
式
教
育
の
強
み

を
生
か
し
な
が
ら
、「
自
分
の
考
え
を
持
つ
力
」「
そ
の
考
え
を
伝

え
る
力
」「
伝
え
よ
う
と
す
る
勇
気
」、
こ
れ
ら
の
訓
練
と
実
践
か

ら
生
ま
れ
る
自
信
を
、
す
べ
て
の
指
導
を
通
じ
て
全
員
の
生
徒
に

身
に
つ
け
さ
せ
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
状
況
が
変
化
し
て
も
あ
き
ら

め
ず
、
ど
う
す
れ
ば
解
決
で
き
る
か
を
考
え
、
仲
間
に
伝
え
て
協

力
し
勇
気
を
持
っ
て
前
に
進
む
。
こ
う
い
う
、
人
間
と
し
て
の
基

礎
力
を
備
え
て
こ
そ
、
国
を
超
え
る
課
題
に
立
ち
向
か
え
る
若
者

に
な
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

茗
溪
学
園
は
、
子
ど
も
た
ち
が
変
化
し
世
の
中
が
変
化
し
て
も
、

建
学
の
理
念
や
教
育
目
標
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
形
を
変
え
な
が

ら
も
真
の
教
育
実
験
を
行
い
続
け
ま
す
。
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
も
日
本
の
高
校
教
育
に
ど
の
よ
う
に
定
着
さ
せ
、
意

味
の
あ
る
も
の
に
で
き
る
か
試
行
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

22

茗
溪
学
園
だ
よ
り

中川 喜久治 61歳
(なかがわ きくじ)

中川ヒューム管工業㈱
代表取締役社長

平成16～22年
茗溪学園父母会会長

平成25年から
茗溪学園理事・評議員

田代 淳一 55歳
(たしろ じゅんいち)

昭和59年
筑波大学大学院修士課程
教育研究科修了

昭和63年から 茗溪学園教諭
平成23年 教頭
平成26年 副校長
専門科目は理科（化学）

中学ラグビー部関東大会決勝戦
果敢に攻めるが逆転には至らず 熊谷ラグビー場にて



□東京教育大学教育学部教育学科（昭和30年卒）
卒業60周年記念クラス会
と き 平成27年4月15日(水）
ところ 東京ガーデンパレス
昭和30(1955)年、東教大教育学部教育学科卒業の面々です。「茗渓
の水」を濁さないよう頑張っています。
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平
成
二
十
七
年
春
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
(敬
称
略
）

東
京
都
以
外
の
瑞
宝
小
綬
章
は
、
毎
回
、
地
域
組
織
（
以
前
の

支
部
）
に
お
知
ら
せ
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
の
は
19
府
県
で
し
た
。

桐の葉のつどい 同期入学､または同行のみなさんの集まりを紹介したものです｡

□「古希を祝う会」東京教育大学特殊教育学科
（昭和39年度入学）
と き 平成27年4月19日(日）
ところ 渋谷エクセルホテル東急「日本料理 旬彩」
古希を記念し卒業後5回目のクラス会を開催。福岡、長崎、愛知、
金沢からも駈けつけてくれ、半数近い10名の出席となった。はじめに
病に倒れた友を偲んで黙祷。続いて各人から近況報告が語られ、また
思い出話に花が咲いて半世紀前にタイムスリップしていった。当時
は高度経済成長の波の真っ只中にあり、母校は筑波移転問題に大き
く揺れていた時代であった。喫茶店での2次会も瞬く間に過ぎ、次回
は「喜寿」の年に集まることを誓い合って、あの頃の笑顔での散会と
なった。 文：奥井

□三四会（東京教育大学 理学部 数学科 昭和34年卒）
と き 平成27年5月22日(金）
ところ なだ万賓館（小田急百貨店新宿店14F）
卒業してから48回目の三四会が、福岡、新潟、松本からを含めて14
人の出席を得て開催されました。先ず、昨年物故された会員の逝去に
対して、1分間の黙祷を捧げ、故人の冥福を祈りました。乾杯の後、
和食に舌鼓を打ちながら、今後の三四会の存続について討論しました。
来年は会員の多くが傘寿を迎えることもあり、開催することに決し
ました。同時に、期日は5月24日(火)とし、会場は幹事一任となりま
した。次に、各自より近況報告があり、会の終わりには、恒例の松本
から出席した柳原君が地元の子供たちに行っている「速算術」と「手
品」の披露があり、しばらく振りに「脳トレ」に励みました。

（文・写真 龍井昇治)

□山紫会（昭和34年 東京教育大学文学部東洋史学入学者の会）
と き 平成27年6月11日(木)～13日(土）
ところ 富山県 五箇山荘 石川県 輪島の民宿
恩師故中嶋敏先生が山がお好きで、よくご一緒したので、会の名前
は昭和34年入学にかけて「山紫会」と名付けました。還暦後は毎年、
出身地の持ち回りでクラス会を開いています。今年は北陸新幹線が
開通したこともあり、富山の長谷川さんが計画してくださり9名が
参加しました。車3台で井波の町を訪れ、木彫の資料館や井波別院（瑞
泉寺）を見学、五箇山荘に泊まりました。翌日は世界遺産の五箇山の
合掌造りを見学後、輪島まで足を延ばし、三日目は輪島の朝市やキリ
コ会館等を見学しました。 写真：柴崎正行 文：髙原 將
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追 悼 録 (敬称略) 逝去会員氏名・卒年科・逝去年月日・
遺族住所・氏名

中村 正年 筑波大学名誉教授 26・11・5
〒859-1413 島原市有明町大三東丙549 妻 中村 弘子

野口 太彌 15理一 27・4・2
〒433-8108 浜松市北区根洗町289-1 アマノサンハート 長男 野口 洋一

光畑 正夫 16文四 27・3・11
〒706-0013 玉野市奥玉1-22-8 長女 榎本 啓子

鍬形建一郎 19文二 27・4・8
〒561-0862 豊中市西泉丘2-2462-19 妻 鍬形いつ子

木野 嘉明 20文一 27・1・21
〒158-0081 世田谷区深沢1-37-3 妻 木野 美幸

青柳 正吾 20体二 27・5・8
〒262-0032 千葉市花見川区幕張町5-481-5-206 長女 今村 麻美

飯島 利彦 20臨生 27・4・8
〒409-1305 甲州市勝沼町綿塚903 長女 荒井 祐子

加藤 正治 20体専 26・11・6
〒010-0902 秋田市保戸野金砂町1-6 妻 加藤 和子

萩島 久 20農教 27・1・14
〒315-0017 石岡市若宮4-1-41 長男 萩島 淳一

石田 行 22体 27・1・22
〒842-0003 神埼市神埼町本堀3183-7 長女 山崎 明子

後藤 八郎 22体 25・9・11
〒999-3157 上山市御井戸丁6-20 妻 後藤 保子

岡本 奎六 22大心 27・3・1
〒155-0031 世田谷区北沢4-3-18 妻 岡本 孝子

伊久間逸雄 22臨物象 27・3・27
〒174-0054 板橋区宮本町28-11 妻 伊久間正子

沼田 一夫 23理三 27・1・29
〒063-0003 札幌市西区山の手3条9丁目1-10 妻 沼田 幸子

白波瀬勝忠 23体 26・10・9
〒620-0953 福知山市今安1337 三女 白波瀬芳美

戸本 文雄 23臨生 27・4・23
〒422-8063 静岡市駿河区馬渕3-18-20-A101 長男 戸本 喜文

鈴木 民郎 24文五 27・3・13
〒974-8241 いわき市山田町東作1 妻 鈴木 澄子

森河 孝二 24理一 27・1・27
〒320-0061 宇都宮市宝木町1-2587-36 妻 森河 ヨシ

菅谷 親良 24理二 26・7・9
〒300-0812 土浦市下高津2-13-4 妻 菅谷 恭子

杉山 登 24体 27・1・5
〒272-0821 市川市下貝塚2-1-11 長男 杉山 雅之

渡辺 岩男 24体 26・3・27
〒166-0004 杉並区阿佐谷南1-25-23 妻 渡辺登喜子

石井 秀夫 25大国 27・3・9
〒152-0003 目黒区碑文谷5-6-7 妻 石井 潤子

太田 昭 26文四 25・8・7
〒350-1317 狭山市水野766-8 長女 荒井 俊子

若杉 栄 26理二 27・3・7
〒960-8141 福島市渡利字中角11-5 妻 若杉 和子

青木 行雄 26理三 27・1・23
〒310-0903 水戸市堀町2023-62 妻 青木 理子

中村昭太郎 27大数 27・5・18
〒997-0037 鶴岡市若葉町14-4 妻 中村 昭子

小倉 正男 27文二 26・12・26
〒294-0045 館山市北条2265 妻 小倉 敏子

北村 柳二 27農教 27・6・18
〒957-0053 新発田市中央町5-4-14 養女 平林 昌子

秦 迪也 28大心 26・10・20
〒254-0024 平塚市馬入本町14-3 妻 秦 雅子

舛田 辰郎 28大化 27・4・28
〒193-0833 八王子市めじろ台3-15-10 妻 舛田 初恵

貝塚 徹 28教大数 26・6・14
〒146-0095 大田区多摩川2-24-62-2-1401 妻 貝塚美智子

平山 光衛 28教大地 27・1・20
〒320-0056 宇都宮市戸祭4-9-26 妻 平山美登里

杉村 暢二 28教大地 27・5・29
〒178-0065 練馬区西大泉1-36-39 妻 杉村もと子

伴 弘毅 29教大動 27・3・22
〒324-0043 大田原市浅香5-3775-1 妻 伴 とく子

高橋 博良 29教大農化 26・8・19
〒180-0023 武蔵野市境南町1-30-1 長男 高橋孝太郎

牧田 章 30特設教 26・2・3
〒504-0912 各務原市那加桜町1-1-1 妻 牧田恵美子

荒井 繁雄 31教大倫 26・7・31
〒333-0801 川口市東川口4-7-34 妻 荒井 育子

奥山 晃弘 31教大数 27・3・25
〒651-1212 神戸市北区筑紫が丘8-17-5 妻 奥山 紀子

岡田 隆行 32教大心 26・12・25
〒130-0021 墨田区緑25-8 妻 岡田 智江

越智 節 33教大農 27・5・15
〒465-0005 名古屋市名東区香流1-322 長男 越智 宏

竹之内 保 33教大健 27・3・28
〒257-0031 秦野市曽屋6024-6 妻 竹之内静子

惣山 益雄 34教大日史 26・9・5
〒950-2054 新潟市西区寺尾東2-7-15 妻 惣山みよ子

中山 真 34教大数 27・4・2
〒340-0017 草加市吉町2-3-58 妻 中山 弘子

岩村 孟 35教大地 27・3・17
〒228-0024 座間市入谷2-135-74 妻 岩村 正子

中村 稔 37教大英 26・1・12
〒411-0029 三島市光ヶ丘3-15 妻 中村 啓子

西村 浩一 38農専攻 27・3・7
〒241-0801 横浜市旭区若葉台2-22-203 妹 志村 寿子

山口 和展 38教大英 27・4・16
〒859-0303 諫早市高天町2336 妻 山口フジ子

竹島 政信 39教大教 26・12・31
〒930-0916 富山市向新庄町1-6-23 妻 竹島由美子
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催
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れ
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山
浦
印
刷
株
式
会
社

お
願
い

•
正
確
な
会
員
情
報
把
握
の
た
め
に
、
住
所
、
勤
務
先
の
変

更
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

•
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
に
ご
寄
付

○
昭
和
18
年
に
東
京
高
等
師
範
理
科
二
部
に
入
学
さ
れ
た
本
会

の
会
員
理
二
二
会
（
代
表
高
橋
浩
一
）
様
か
ら
、
平
成
27
年
3

月
25
日
に
3
万
6
千
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
平
成
27
年
4
月
27
日
に
故
平
山
光
衛
氏
（
教
大
地
理
28
院
修

地
理
32
）
の
奥
様
平
山
美
登
里
様
か
ら
、
5
万
円
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
意
向
に
従
い
ま
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誌
上
を
か
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
」
掲
載
漏
れ
の
お
詫
び
と
追
記

本
誌
1
0
8
5
号
に
「
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
」
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
会
員
の
皆
様
の
芳
名
録
を
掲
載
致
し
ま
し
た
が
、
鈴
木
祥
史
様

の
お
名
前
が
漏
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
追
記
致
し

ま
す
。

交
流
広
告
(暑
中
見
舞
い
)掲
載
延
期
の
お
知
ら
せ

本
誌
で
は
交
流
広
告
と
し
て
、
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
正
月

号
で
平
成
25
年
以
来
3
回
、
夏
号
で
2
回
掲
載
し
て
参
り
ま
し
た
。

今
回
も
掲
載
を
企
画
し
て
、
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
ご
応
募

が
少
な
く
、掲
載
を
延
期
い
た
し
ま
す
。ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
様

に
は
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
28
年
正
月
(1
0
8
8
)号
で
「
賀
詞
交
換
」
と
い
う
形
で

掲
載
致
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の

ほ
ど
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
組
織
委
員
長

川
田
孝
一
)

表
紙
の
言
葉

デ
ザ
イ
ン
茗
渓
会
副
理
事
長

西
川

潔

こ
れ
ま
で
緑
の
風
景
を
た
び
た
び
紹
介
し
て
き
た
が
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
研
究
・
教
育
活
動
が
行
わ
れ
る
建
築
と
、
緑
、
学
生
や

研
究
者
の
織
り
な
す
風
景
こ
そ
が
大
学
ら
し
い
。
今
回
は
、
人
間

総
合
科
学
研
究
科
が
入
る
総
合
研
究
棟
Ｄ
を
撮
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
私
が
好
き
な
建
物
の
一
つ
で
あ
る
。
松
美
口
か
ら
南
に
1

㎞
強
、
体
芸
地
区
の
南
端
に
位
置
す
る
。
設
計
は
芸
術
系
の
鵜
沢

隆
教
授
。
2
0
1
0
年
3
月
に
竣
工
、
7
階
建
て
、
延
べ
床
約
1

万
5
0
0
0
㎡
。
医
学
、
心
理
、
教
育
、
体
育
、
芸
術
等
が
統
合

さ
れ
た
先
端
研
究
組
織
に
相
応
し
い
知
的
で
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ

ン
で
あ
る
。
鵜
沢
教
授
は
、
茗
渓
会
筑
波
事
務
所
の
あ
る
総
合
交

流
会
舘
の
デ
ザ
イ
ン
も
担
当
さ
れ
た
。






























































広

報

編
集
後
記

•
特
集
Ⅰ
は
「
第
4
回

定
時
総
会
」
に
つ
い
て
で
す
。

本
会
の
活
動
の
様
子
を
ご
承
知
下
さ
い
。

•
特
集
Ⅱ
は
『
教
育
学
者

清
水
一
彦
さ
ん
と
考
え
る
日
本
の
教

育
』
の
第
4
回
（
最
終
回
）
で
す
。
筑
波
大
学
副
学
長
か
ら
山

梨
県
立
大
学
の
理
事
長
・
学
長
に
な
ら
れ
た
先
生
を
、
藤
田
教

授
が
甲
府
に
お
訪
ね
し
て
、
先
生
の
生
い
た
ち
、
東
京
教
育
大

学
時
代
の
生
活
や
研
究
テ
ー
マ
、
研
究
者
と
し
て
影
響
を
受
け

た
先
人
た
ち
、
わ
が
国
の
教
育
制
度
学
の
歩
み
、
こ
れ
か
ら
の

教
育
制
度
学
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
、
最
後

に
若
い
教
育
学
研
究
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

•
次
号
よ
り
現
在
11
校
あ
る
、
筑
波
大
学
の
付
属
学
校
に
つ
い
て
、

6
回
の
予
定
で
連
載
い
た
し
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

組
織
名

実
施
日

派
遣

理
事

講
演
会
の
予
定

大

阪

6
／
6

江
田
「
大
学
の
現
状
と
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
」

講
師

玉
川
信
一
筑
波
大
学
副
学
長

筑
波
大

6
／
17

江
田

西
川

熊

本

6
／
20

高
野

長

野

6
／
21

古
藤
「
長
野
県
高
校
教
育
の
現
状
と
課
題
」

講
師

藤
井
昭
一
氏

「
第
16
回
世
界
剣
道
選
手
権
大
会
の
活

動
報
告
」

講
師

廣
野
準
一
氏

奈

良

6
／
27

江
田
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ
プ
の

た
め
の
コ
ー
チ
ン
グ
入
門
」

講
師

大
川
郁
子
氏

群

馬

6
／
27

宮
尾

栃

木

6
／
27

佐
藤

茨

城

6
／
28
五
味
田

神
奈
川

7
／
4

西
川
「
筑
波
大
学
の
動
向
に
つ
い
て
」(仮
題
)

講
師

永
田
恭
介
筑
波
大
学
長
(代
)

新

潟

7
／
4

古
藤

福

岡

7
／
4

江
田

愛

媛

7
／
5

古
藤
「
地
元
造
船
業
勤
務
の
実
態
と
学
び
に

つ
い
て
」

講
師

本
宮

弘
氏

愛

知

7
／
5

高
野
「
彫
刻
と
共
に
」

講
師

山
本
眞
輔

名
古
屋
市
立
大
学
名
誉
教
授

千

葉

7
／
5

百
瀬

富

山

7
／
5

柴
田

静

岡

7
／
5

川
田
「
日
本
の
食
文
化
」
講
師

熊
倉
功
夫

静
岡
文
化
芸
術
大
学
長

三

重

7
／
26

江
田



茗渓会担当：上席執行役員秘書室長　岡本　俊一

合資会社 浦里酒造店

つくば市吉沼982
TEL 029-865-0032
FAX 029-865-1857



つくばでの宿泊･研修に
ご家族で､お仲間で 最大収容180名、お一人3,700円から

茗渓会員とご家族に割引あり
研修セミナー･サークル発表会･各種会議･学習合宿･部活動合宿に
シングル145室ツイン⚕室和室⚕室／研修室⚒室（120・40名)
和室も研修室として利用可（20畳、10畳）
館内食堂《こうせい》でパーティ・懇親会等（数名から80名まで）

アクセス 秋葉原駅からつくばエクスプレスで45分⽛つくば駅⽜下車
●バス／⽛筑波大学循環⽜⚓つ目⽛筑波メディカルセンター前⽜下車
徒歩⚘分●つくば駅からタクシー／⚕分

一般財団法人筑波学都資金財団

筑波研修センター
〒308-0008 茨城県つくば市天久保 1-13-5
TEL 029-851-5152 ／ FAX 029-851-8886

http://www.meikei.or.jp/˜center e-mail : center＠meikei.or.jp

一般社団法人 食医同源之会
〒124-0024 東京都葛飾区新小岩1-43-6

オリムピアビル⚖Ｆ
TEL&FAX 03-3654-2410

代表理事 渡邉 悟 56筑二農62筑院博農 
http://syokuidougen.main.jp

堀 内 法 律 事 務 所

〒305-0025 つくば市花室1011番地
TEL 029(857)4411 FAX 029(857)4412

所長・弁護士 堀内 昭三（35教大法政)

相続・法人設立・ビザ etc...
行政書士 髙谷真一事務所

〒300-0826 土浦市小松ヶ丘町3番15号
TEL&FAX 029-821-8177

代 表 髙谷 真一（平20筑修ビジ)

海 城 中 学 ・ 高 等 学 校

〒305-0025 東京都新宿区大久保3-6-1
茗渓会館⚓階

校 長 水谷 弘（昭40教大数)

聖 徳 大 学 文学部
〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬55
電話 047-365-1111(代表)
E-mail : akifuji @ seitoku. ac. jp

学部長 藤原 保明 昭48教修英平⚓筑博文言 

経営・労務・年金etc. コンサルタント
福岡経営労務事務所
〒125-0042 葛飾区金町3-27-3

TEL 03(3607)0551 FAX 03(3607)0551

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

〒273-0115 千葉県鎌ケ谷市東道野辺3-1-7
電話 047(443)7908 FAX 047(443)7940

営業部長 高野 力（昭48教大木工)

㈱東京科学光芸社
茗渓会館写真スタジオ
〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23

茗渓会館⚓階
TEL 03-3945-9390 FAX 03-3945-9392

〒105-8507 東京都港区芝⚒丁目32番⚑号
電話 03(3456)1578

執行役員 ೂ岡 祥之（昭57筑社工)

スポーツ選手、文化人のマネジメント＆キャスティング
トレーニングジム、鍼灸整骨院、デイサービスの運営

株式
会社スポーツカンパニージャパン
〒590-0412 大阪府泉南郡熊取町紺屋2-21-17
TEL 072-452-0030 http://tachiryugym.com
代表取締役 藤田 文武（筑波大体育 2004卒)

fujita@sportscompany.co.jp

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋2-3-1
東京フジビル502号室

株式会社 阿部兄弟建築事務所
http://abeoffice.co.jp

〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-3-9 高木ビル
代表取締役 荒井 豊人 昭和57筑基工 
TEL 03-3866-4181 FAX 03-3866-4120

スキューバダイビングのアセントツアー
東京都知事登録旅行業3-3443号

東京都港区赤坂6-13-19-502 03-3560-3381
取締役社長 川上 雄筰 昭和45年農芸化学卒 
http://ascent.co.jp/ kawakami@ascent.co.jp

アセントツアー

筑 波 大 学 出 版 会 筑波大学の知の発信

ご注文は最寄りの書店または丸善出版へ TEL 03(3512)3256

〒305-8577 つくば市天王台1-1-1
http://www.press.tsukuba.ac.jp/

本書では、すべての研究開発の現場で起こり
うる⽛利益相反問題⽜を、適切にマネジメント
することの重要性について具体例を示しながら
解説する。あらゆる研究に携わっている研究者
や企業人のみならず、これから社会に出て行く
学生にも広く読んでもらいたい一冊です。

⽝利益相反とは何か
どうすれば科学研究に対する信頼を取り戻せるのか ⽞

新谷 由紀子 著
A5判･並製2,700円＋税 ISBN 978-4D904074-35-0

2010年に刊行した初版に⚒章分を追
加、全体を見直し⚑章分を差し替え、
さらに口絵も増した増補改訂版。世界
でも有数の森林国である日本は、森林
が人々の生活に密着しています。森林
学の専門家だけでなく、幅広い読者に
お薦めしたい一冊です。

⽝森林学への招待［増補改訂版］⽞
中村 徹 編著

A5判･並製2,200円＋税
ISBN 978-4-904074-36-7

最新刊 好評発売中⽑





理事長・学園長 佐藤 東洋士

芸術文化学群

東京ビジネスホテル
茗渓会東京宿泊所
茗渓会会員割引料金（税サ込）

シングルＢ（バス・トイレ共同）
　　　   ￥ 6,500→平日￥ 4,800  休前日￥  5,800
シングルＡ（バス・トイレ付）
　　　   ￥  8,200→平日￥  6,200  休前日￥  7,200
ツイン　　（バス・トイレ付）
　　　   ￥13,800→平日￥  9,800  休前日￥12,800
朝食バイキング ￥  1,050→￥  760
大浴場時間 ： 6:30～9:00 17:00～01:00

地下鉄丸ノ内線 新宿御苑前駅 １番出口

都営新宿線   新宿三丁目駅 C７出口  より徒歩７分

地下鉄副都心線 新宿三丁目駅 E２出口

JR新宿駅より車５分

⎫
⎪
⎬
⎪
⎭

東京都新宿区新宿6-3 - 2
TEL 03 （3356） 4605
FAX  03 （3356） 4606



平成27年度公開行事

9月 5日（土）　高校受験生見学会

10月24日（土）　学園入試説明会

10月27日（火）～11月 1日（日）

　　　　　　　　茗溪学園美術展

会場：茨城県つくば美術館


